
利用規約

本規約に同意戴いた場合のみダウンロード及び使用して戴くことができます。

《ご注意》 本プログラムは主装置のプログラム版数６－Ｘ版（品名紙に⑥が表示されているもの）専用です。
本プログラムを使用して古いバージョンの主装置のパソコンデータ設定を行うことはできません。

詳細は、本取扱説明書のＰ１－２を参照してください。
《お願い》 古いバージョンのプログラムを使用した場合、本取扱説明書の内容と一部異なる点があります。

必ず 新版のプログラムと取扱説明書をお使いください。

F-5220-4

Ver.6.1.0.Xパソコンデータ設定用プログラム（iZ２/S）

Ver.6.1.0.Xパソコンデータ設定用プログラム（iZ２/M）

Ver.6.1.0.Xパソコンデータ設定用プログラム（iZ２/Ｌ）

１．著作権
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）、パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）、パソコンデータ設定用プログ

ラム（ｉＺ２／Ｌ）〔以下本プログラムという〕の著作権は株式会社日立製作所、株式会社日立コミュニケーションテクノロジー

及び株式会社ナカヨ通信機にあります。

本規約の定めによるもの以外、本プログラムのどの部分も、当社からの事前の書面による許可なく、電子的、機械的、

複写機、記録などいかなる方法、いかなる形でも、転送、複製、検索システムに登録してはなりません。

２．使用範囲
本プログラムの使用は工事データ設定及び電話帳データ設定に限る。

３．複製の制限
使用にあたっての登録会社内にて、当社の製品の据付・メンテナンスの目的で使用する範囲で、複製を作成してもよい。

４．制限事項
他者に本ソフトウェアの複製を分配したり、あるいはネットワーク上で１つのコンピュータから他のコンピュータへ本ソフトウ

ェアを電送してはならない。本ソフトウェアは企業秘密を含み、同秘密を保護するために、本ソフトウェアを逆コンパイル、

解析、逆アセンブル、その他人間が認知できるような形態に変更してはならない。さらに、本ソフトウェアやその一部を、修

正、改造、翻訳、賃貸、賃借、貸与、利益のための再販売、配布、ネットワーク接続し、或いは本ソフトウェアやその一部に

基づく派生的作品を作成してはならない。

５．本ソフトウェアの所有権
使用にあたっての登録会社はソフトウェアが記録或いは固定された媒体を所有するが、オリジナルの媒体に記録された

本ソフトウェア、並びにその後作成される本ソフトウェアのすべての複製に対する権利及び所有権は、当該オリジナル及び

複製が存在する形態や媒体に拘らず、当社が保持する。

６．機密保持
使用にあたっての登録会社は、本ソフトウェアの機密性を保持し、当社の事前の書面による明示的同意無しに、本ソフト

ウェアをいかなる第三者にも開示しないこと。更に、登録していない人物に本ソフトウェアに対するアクセスを阻止するため

に、あらゆる合理的な手段を講じること。

７．賠償責任の制限
収益上の損失、貯蓄の損失、或いはデータの消失を含むいかなる偶発的、結果的、あるいは間接的損害についても、

またはその他の何らかの当事者によるいかなる請求についても、当社はいかなる責任をも負うものではない。

８．輸出
本ソフトウェアまたは関連文献をいかなる形態においても輸出または再輸出しないこと。

■ 取扱説明書 ■
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６－Ｘ版専用
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１－１ 本プログラムの概要

本プログラムは以下のことができます。

■ 第１部 《概要編》

１．はじめに（必ずお読みください）

●主装置のデータをパソコンにアップロードする
データ設定、ワンタッチダイヤルボタン等のデータ、短縮データを一括で吸い上げます。■ パ ソコン データ 設定
新規工事以外の主装置にダウンロードを行う場合も、必ず 初に実行してください。

*●パソコン上で主装置のデータ設定内容を作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。
「工事・保守マニュアル」の「データ設定マニュアル編」を見ながら設定を行ってください。

●パソコン上でワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
*を作成する

作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

*●パソコン上でシステム短縮データ・電話機毎短縮データを作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

●パソコン上のデータを主装置にダウンロードする⇒詳細は第２部参照
データ設定、ワンタッチダイヤルボタン等のデータ、短縮データを一括で書き込みます。

●主装置のデータを公衆回線を使ってパソコンにアップロードする
主装置を直接接続する場合と異なり、データ設定（ワンタッチダイヤルボタン等のデータ■パソコンリモートサービス
を含む）のアップロード、短縮データのアップロードは別々に行います。
初期状態でない主装置にダウンロードを行う場合も、必ず 初に実行してください。

*●パソコン上で主装置のデータ設定内容を作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。
「工事・保守マニュアル」の「データ設定マニュアル編」を見ながら設定を行ってください。

●パソコン上でワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
*を作成する

作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。
*●パソコン上でシステム短縮データ・電話機毎短縮データを作成する

作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

●パソコン上のデータを公衆回線を使って主装置にダウンロードする
主装置を直接接続する場合と異なり、データ設定（ワンタッチダイヤルボタン等のデータ⇒詳細は第３部参照
を含む）のダウンロード、短縮データのダウンロードは別々に行います。

*：パソコン単独でも各種データの作成、ファイル保存、ファイルからの読込も可能です。（事前に設定ファイルを作成するときなど）

デ
ー
タ
設
定

●データ設定内容の作成／編集
●ワンタッチダイヤルボタン等の作成／編集
●システム短縮データの作成／編集
●電話機毎短縮データの作成／編集
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１－２ パソコン側の条件

（１）パソコン： DOS/V（PC-AT互換機）

（２）OS： Windows 98SE 日本語版、Windows Me 日本語版、® ®

Windows 2000 日本語版、®

Windows XP Home Edition 日本語版、®

Windows XP Professional 日本語版®

（３）CPU： Intel Celeron 500MHz相当以上® ™

（４）必要メモリ容量： 64MB以上 ※Windows XPの場合は、OS®

が動作可能なメモリ容量(256MB以上)が必要

（５）ハードディスク容量： 50MB以上（セットアップ時）

（６）画面サイズ：
800×600ピクセル以上（パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）の場合）
1024×768ピクセル以上（パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）、（ｉＺ２／Ｌ）の場合）

（７）必要なハードウェア： COMポート（RS-232C、Dサブ９ピンコネクタ）
※USB→RS-232C変換アダプタは、下記のもののみ使用可能：

・(株)アイ・オー・データ機器製「USB-RSAQ2」
・エレコム(株)製「UC-SGT」のみ使用可能

★USB→RS-232C変換アダプタを使用するときは、必ず 新のドライバを入手してください。 詳しくは各メーカのホームページ
をご覧ください。

パソコンリモートサービスを行う場合は、アナログ回線用のモデムが必要です。（ISDN回線を使用する場合は、ターミナルアダプタまたは◆
ダイヤルアップルータも必要です。 ターミナルアダプタ／ダイヤルアップルータのアナログポートにパソコンのモデムを接続します。）

※お客様と通話後にパソコンリモートサービスを行う場合のモデムは、外付けの単独電話機からダイヤル後にモデムへの接続切
替が可能な機種のみです。
●接続確認済機種 ： (株)アイ・オー・データ機器製「DFML-560EL」

※以降の説明では、パソコンをＰＣと省略して記載する場合があります。

１－３ 本プログラムの新規インストール

初めて本プログラムをインストールする手順は下記のとおりです。

①ダウンロードしたファイルを実行します。

②以降、画面の指示に従ってください。

●標準インストール先
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）の場合…「C:￥Program Files￥iZ_DAT６_S」フォルダ

パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）の場合…「C:￥Program Files￥iZ_DAT６_Ｍ」フォルダ
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）の場合…「C:￥Program Files￥iZ_DAT６_Ｌ」フォルダ

●プログラム名
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）の場合…「DDUPA-IZ２Ｓ.exe」

パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）の場合…「DDUPA-IZ２Ｍ.exe」
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）の場合…「DDUPA-IZ２Ｌ.exe」

※本プログラムをインストールすると、デスクトップに本プログラムのショートカットが作成されます。

●本プログラムのバージョン確認方法
エクスプローラ等で、上記インストール先のフォルダにある本プログラムのファイルを右クリックし、プロパティで

バージョン情報を確認してください。

※本プログラム起動後の『メイン画面』でもバージョンが表示されます。

★Windows 2000、Windows XPのパソコンへのインストールは、管理者の権限で行う必要があります。® ®

他のユーザでログインしてインストールを行った場合、本プログラムが正常に動作しません。

★本プログラムは主装置のプログラム版数６－Ｘ版（品名紙に⑥が表示されているもの）専用です。

・プログラム版数が５－Ｘ版の主装置は、Ｖｅｒ．５．１．０．Ｘの「パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／「 」）を
使用してください。

・旧ｉＺシリーズ主装置は、「パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ/｢ ｣）を使用してください。

両端D主装置と接続するときは、

サブ９ピンメスコネクタのインタ

クロスケーブル（5ーリンク接続用

m以内）を必ず使用してください。

（ケーブルの配線は右図のとお

りです。異なる配線のケーブル

や9ピン-25ピン変換コネクタは

使用できません。）

インターリンク用
ケーブルの配線

１ １
２ ２
３ ３
４ ４
５ ５
６ ６
７ ７
８ ８
９ ９

ご注意

●Windows 98SEはMicrosoft Windows 98 Second Edition operating systemの略です。® ® ®
●Windows MeはMicrosoft Windows Millennium Edition operating systemの略です。® ® ®
●Windows 2000はMicrosoft Windows 2000 operating systemの略です。® ® ®
●Windows XPはMicrosoft Windows XP operating systemの略です。® ® ®
●Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
●その他の会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。
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１－４ 本プログラムのバージョンアップ

以前、本プログラムを使用していて、 新版にバージョンアップする手順は下記のとおりです。

①ダウンロードしたファイルを実行します。
右記のような画面が何度か出る場合がありますので、 はい（Ｙ） をクリック
してください。

②しばらくすると『セットアップタイプ画面』となります。

「バージョンアップ・インストール」を選択し、 次へ（Ｎ）>

をクリックしてください。

③以降、画面の指示に従ってください。

※インストール先、プログラム名は古いバージョンと同じで

す。

１－５ 本プログラムのアンインストール

本プログラムをパソコンから削除する場合は、下記の手順で行います。

③しばらくすると『セットアップタイプ画面』となります。
「アンインストール」を選択し、 次へ（Ｎ）> をクリックし

てください。

④以降、画面の指示に従ってください。

■Windows 98SE、Windows Me、® ®

Windows 2000 の場合®

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］
⇒［アプリケーションの追加と削除］を選択

します。

②削除したいプログラムを選択し、
追加と削除（Ｒ） （Windows 2000の場合®

は 削除（Ｒ） ）をクリックします。

（下図はWindows 98SEにて「パソコンデー®

タ設定用プログラム（iZ２/M６）」を選択した

例）

■Windows XP の場合®

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］
⇒［プログラムの追加と削除］を選択します。

②削除したいプログラムを選択し、 変更と削除 をクリック

します。
（下図は Windows XPにて「パソコンデータ設定用プログラ®

ム（iZ２/M６）」を選択した例）
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１－６ 既設品の主装置のデータ設定や短縮データを変更するときの注意事項

データ設定済の主装置に対してデータ設定や短縮データを変更するときは、下記に注意してください。

１－７ 旧バージョンの主装置のデータを利用するとき

旧バージョンの主装置（旧ｉＺシリーズ主装置やプログラム版数が５－Ｘ版のｉＺ２シリーズ主装置）のデータ設定や
短縮データを利用するときは、下記手順で行います。

①旧バージョンの主装置データアップロードを行う。
※旧ｉＺシリーズの場合…旧ｉＺシリーズ用の『パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ/「 」）』を使用します。

※ｉＺ２シリーズ（プログラム版数５－Ｘ版）の場合…『パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２/「 」）』（Ver.5.1.0.X）を使用します。

②アップロードしたデータ設定、短縮データのファイル保存を行う。
※旧ｉＺシリーズの場合…旧ｉＺシリーズ用の『パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ/「 」）』を使用します。

※ｉＺ２シリーズ（プログラム版数５－Ｘ版）の場合…『パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２/「 」）』（Ver.5.1.0.X）を使用します。

③保存したファイルを使用して、新しい主装置に対して主装置データダウンロードを行う。
※ｉＺ２シリーズ（プログラム版数６－Ｘ版）用の『パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２/「 」）』を使用します。

★本アプリケーションで設定/変更したデータ設定を主装置にダウンロードすると、パソコン側でデータ設定
可能なデータ以外は初期状態となります。
初期状態となったデータは再設定が必要ですので、紙などに記録しておいてください。

〈再設定が必要なデータ〉

・工事・保守マニュアル（２．データ設定マニュアル編）」、「コマンド説明」のコマンド欄に が記載
されているコマンド（ 034、 035を除く）。

＊ ＊

・データ設定で対応していないｉコマンド
ｉ＋００：設定電話機、 ｉ＋０１：着信拒否、 ｉ＋０２：非通知着信拒否、 ｉ＋０３：コントラスト設定、
ｉ＋０５：着信識別、 ｉ＋０６：発番号ホットライン、 ｉ＋１１/１２：タイムアラーム、 ｉ＋１３：話中・応答遅延転送、

ｉ＋１５：不在転送転送先（外線）、 ｉ＋３１：予算登録、 ｉ＋７：ＢＧＭ、 ｉ＋９０＋００：短縮番号自動変換の変換日時

・内線名称

・多機能コンソールの２５～３２ボタン（奥側の８個のボタン）の登録内容

・電話機や多機能コンソールのプログラマブルキーに設定したボイスメモ機能ボタンの登録内容

※下記の手順で操作を行った場合は、上記データを元のままとすることが可能です。

①主装置データアップロードを行う。

（パソコンリモートサービスの場合は「リモート主装置データアップロード」を行う。）

②本アプリケーションを終了しないで、データ設定を変更する。

★ファイル読み込みは行わないでください。ファイルを読み込むとパソコン側でデータ設定可能なデ

ータ以外は初期状態となります。

③主装置データダウンロードを行う。

（パソコンリモートサービスの場合は「リモート主装置データダウンロード」を行う。）

ご注意

★旧バージョンの主装置と同じデータ設定コマンドのみ利用することができます。 設定が変更されているデ
ータ設定コマンドや新規追加されたデータ設定コマンドは設定が必要です。 変更点については、「工事・
保守マニュアル」の「付録」を参照してください。

★パソコンからデータ設定をダウンロードしてからその他の設定（ｉコマンド等）を行ってください。手順を逆に
した場合、「１－６ 既設品の主装置のデータ設定や短縮データを変更するときの変更するときの注意事
項」の〈再設定が必要なデータ〉が初期状態になります。

ご注意
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本プログラムは、以下の流れで操作してください。

■ 第２部 《パソコンデータ設定編》

１．本プログラムの操作の流れ

［１］事前に設定ファイルを作成する場合

⇒Ｐ２-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ２-２参照②「ファイル作成」を選択

⇒Ｐ２-４参照③「ユーザー情報設定」を実行

④PCでの設定、ファイル保存
⇒Ｐ２-５参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なん
⇒Ｐ２-８参照でもワンタッチボタン設定

⇒Ｐ２-１４参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１８参照・電話機毎短縮設定

［２］新規工事の場合（事前作成ファイルなし）

⇒Ｐ２-２参照①主装置とPCを接続
⇒Ｐ２-２参照②プログラム起動

⇒Ｐ２-２参照③「主装置設定」を選択
⇒Ｐ２-４参照④「ユーザー情報設定」を実行

⑤PCでの設定、ファイル保存
⇒Ｐ２-５参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なん
⇒Ｐ２-８参照でもワンタッチボタン設定

⇒Ｐ２-１４参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１８参照・電話機毎短縮設定

⑥「主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ２-２５参照

［３］新規工事の場合（事前作成ファイルあり）

⇒Ｐ２-２参照①主装置とPCを接続
⇒Ｐ２-２参照②プログラム起動

⇒Ｐ２-２参照③「主装置設定」を選択

④ファイル読込
⇒Ｐ２-５参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なん
⇒Ｐ２-８参照でもワンタッチボタン設定

⇒Ｐ２-１４参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１８参照・電話機毎短縮設定

⑤「主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ２-２５参照

※事前作成の内容で変更が必要な場合は、④

の後で「ユーザー情報設定」の変更、PCでの

設定変更、ファイル保存を行ってください。

［４］設定変更の場合

⇒Ｐ２-２参照①主装置とPCを接続
⇒Ｐ２-２参照②プログラム起動

⇒Ｐ２-２参照③「主装置設定」を選択

④「主装置データアップロード」の実行
⇒Ｐ２-３参照

★必ず実行してください。
⇒Ｐ２-４参照⑤ユーザー情報設定

⑥PCでの変更、ファイル保存
⇒Ｐ２-５参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なん
⇒Ｐ２-８参照でもワンタッチボタン設定

⇒Ｐ２-１４参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１８参照・電話機毎短縮設定

⑦「主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ２-２５参照
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（工事・保守マニュアルを参照してください。）●事前確認

（両端Ｄサブ９ピン、インターリンク接続用ケーブルを使用）（１）主装置とパソコンは接続されているか？
（２）主装置側のデータ設定コマンドはデータ設定用になっているか？（ 9240、 9241）

＊ ＊

★使用するＰＩＵのみを「データ設定用」にしてください。（ 9240）

＊

★パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）の場合は、基本のＰＩＵのみ使用可能です。

※以降の説明は、 主装置設定 を選択した場合を示します。 ファイル作成 を選択した場合は、操作２、３は省

略され、『工事者用メニュー画面』となります。また、操作４以降（主装置データアップロード）は操作できません。

２．プログラムの起動～主装置データアップロード

本プログラムを起動すると『メイン画面』が表示される。

●各ボタンの説明

主装置に接続して、データ設定やワンタッチダイヤル・主装置設定 …
DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮データのアッ

プロードや、変更、ダウンロードを行う。

★ 主装置設定 を選択したとき、パスワード入力後は『メイン画面』に戻

るまで、電話機からの電子電話帳登録ができなくなります。

主装置に接続せず、事前にデータ設定やワンタッチダファイル作成 …
イヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮デー

タのファイルを作成、変更するときなどに使用する。

公衆回線経由で、データ設定やワンタッチダイヤリモートサービス …
ル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮データの

リモートサービスを行う。（詳細は、第３部を参照）

主装置のプログラムをバージョンアップするときにプログラム更新 …
使用します。 別途、バージョンアップソフト（ｉＺ２／「 」）の購入が必要で

す。操作方法の詳細は、バージョンアップソフト（ｉＺ２／「 」）に添付の説明

書を参照してください。

１

『メイン画面』で 主装置設定 をクリックすると、『COMポート
選択画面』となる。

パソコン側のCOMポートを選択して ＯＫ をクリックする。

※COMポートは「COM1」～「COM8」まで選択できます。

※COMポートがオープンできない場合は『COMポートオープンエラー画

面』が表示されます。

OK をクリックすると『COMポート選択画面』に戻りますので、接続等

を確認して操作をやり直してください。

２

『パスワード入力画面』となるので、主装置側のコマンド ０００に

＊

設定されているパスワード４桁を入力し、 ＯＫ をクリックする。

※パスワードは半角数字を使用します。

３
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★アップロード中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。 通信エラーとなることがあ
ります。（特に、「デフラグ（ディスクの 適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にアップロードし
たデータを主装置にダウンロードすると、システムが使用不可となり主装置の初期化が必要です。）

★アップロード中に電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなるこ
とがあります。 通信エラーとなった場合は、アップロードをやり直してください。 また、電話機側でデータ
設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…

エラー画面（「ポートステータスチェックエラー発生」や「受信タイムアウトエラー発生」）の ＯＫ をクリック
し、『メイン画面』（Ｐ２-２参照）まで戻ってからアップロードをやり直してください。
◆パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。 他のアプリケ

ーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすことで回避できる場合があります。

◆上記の対策を行っても、「受信タイムアウトエラー発生」、「CE_OVERRUNエラー発生」が多発するパソコンは、下記の設定
を行ってください。

■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［システム］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択
⇒［プロパティ］⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［パフォーマンスとメンテナンス］（Windows XPの「カテゴリ表示」時のみ）®

⇒［システム］⇒［ハードウェア］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択⇒［プロパティ］
⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

『工事者用メニュー画面』が表示される。

主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ をクリックする。

●各ボタンの説明

… ユーザーの会社名や電話番号等ユーザー情報設定
の情報を登録します。（ファイルに登録情報を付加します。）

…パソコン上にあるデータ設システムデータシート印刷

定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデー
タ、短縮データをプリントアウトします。

… 主装置側のデータ設定、ワンタ主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ

ッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、短縮デ
ータをパソコン側にアップロードします。

… パソコン側のデータ設定、ワンタ主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、短縮デ

ータを主装置側にダウンロードします。

…パソコン上でデータ設定の変更、ファイル保存、ファイル読み込みを行います。データ設定

…パソコン上でワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定
ンタッチボタンの設定／変更、ファイル保存、ファイル読み込みを行います。

…パソコン上でシステム短縮の設定／変更、ファイル保存、ファイル読み込みを行います。システム短縮設定

…パソコン上で電話機毎短縮の設定／変更、ファイル保存、ファイルの読み込みを行います。電話機毎短縮設定

★新規工事以外の場合は、必ず「主装置データア
ップロード」を行ってください。

４

『主装置データアップロード確認画面』となるので、アップロー
ドを開始してよい場合は OK をクリックする。

★中断できないので注意してください。

※ キャンセル をクリックすると、『工事者用メニュー画面』に戻ります。

※アップロードを開始すると『データ通信実行中画面』が表示され、イン
ジケータにアップロードの進行状況が表示されます。

アップロードが完了すると『主装置データアップロードの終了

画面』が表示されるので、 OK をクリックする。

『工事者用メニュー画面』に戻ります。

５

ご注意
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本設定を行っておくと、データ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、

システム短縮、電話機毎短縮のファイルに、お客様の会社名や電話番号等の情報も保存することができます。
◆以前に保存したファイルを読み込むと、『ユーザー情報設定画面』で設定した情報が表示されます。

◆パソコンリモートサービス（第３部参照）も行う主装置の場合は、「ユーザー電話番号」欄に、お客様の主装置に
設定したPCリモート用外線に対応する電話番号またはダイヤルイン番号（コマンド ０３４で設定）を必ず設定し

＊

てください。（「ユーザー情報設定」で登録した電話番号に自動的に発信します。）
★ISDN回線同士でパソコンリモートサービスを行う場合や、お客様と通話してからパソコンリモートサービスを行

う場合は、コマンド ０３４に対応した電話番号を入力する必要はありません。

＊

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

３．ユーザー情報設定

『工事者用メニュー画面』で ユーザー情報設定 を
クリックする。１

必要事項を記入し、 登録 をクリックする。

各欄は下記の範囲内で入力してください。
お客様の名前や電話番号等の情報を入力しておきます。
（データ設定内容には影響しません。）

●ユーザー名： 全角12文字（半角24文字）まで
お客様の会社名等を入力してください。

●担当者名： 全角12文字（半角24文字）まで
ユーザーが会社等で担当の方がいる場合は、担当の方
の名前等を入力してください。

●電話番号： 半角数字
パソコンリモートサービスも行う場合は、PCリモート用の電
話番号を入力してください。
★ISDN外線同士のPCリモートを行う場合は、下記登録で
も可能：
電話番号(コマンド ０３４以外も可)＋＊ ＋PCリモー

＊

(注)

ト用サブアドレス5桁（０＋コマンド 000のパスワード）

＊

●設置年月日： 全角12文字（半角24文字）まで
●設置メモ： 全角36文字（半角72文字）まで

（注）＊はサブアドレスの区切りです。接続するTAの仕様に従ってください。改行も全角1文字とみなします。

PCリモート用サブアドレスの入力
が可能
●PCリモートサブアドレス(5桁)：
0+コマンド 000のパスワード

＊

●ISDN外線同士のPCリモートの
み適用

改行する場合は Ctrl ＋ J

または Ctrl ＋ Enter

２

『工事者用メニュー画面』に戻る。３
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システムデータの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

４．データ設定

『工事者用メニュー画面』で データ設定 をクリック
する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… 事前設定したデータ設定ファイルやバックアファイルデータ読込

ップしたデータ設定ファイルを読み込みます。

… パソコン上にあるデータ設定内容をファイルファイルデータ保存

保存します。

… パソコン上でデータ設定を変更します。詳細設定

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。
現在パソコン上にあるデータ設定内容がファ

イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※システム短縮、電話機毎短縮、ワンタッチ
ダイヤルボタン等のファイルも同一ファイル
形式となりますので、後でわかるように必
ず名前を分けてファイル名を付けてくださ

い。（例：ユーザ名＋データ設定、データ、
等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』

で 詳細設定 をクリックす

ると、『データ設定画面』とな

る。

データ設定コマンド区分毎にタブ

が分かれています。変更したいコ
マンドのタブやボタンを選択しま
す。

★電話機からの入力と異な

り、重複設定できないデー
タも入力することができま

すので、 登録 をクリック
する前に重複設定がない

か必ず確認してください。

３

設定変更を行い、 登録 をクリッ
クする。

※外線01、02の着信種別をダイヤルイン

にした例

★DILの設定（ 323、 300）を行っ

＊ ＊

た後、外線着信の各設定で、「デ

ータ設定 設定値エラー発生」
が表示された場合は、 642を確

＊

認し、DIL対応電話機（ 323）が

＊

DIL外線のテナントを使用可能か

確認してください。（データ設定マ
ニュアルの 323の説明も参照し

＊

てください。）

４

全て変更したら、『データ設

定画面』で 戻る をクリッ

クする。

５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリッ

クする。

★データ設定内容の保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約８１０ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）：約２．８MＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約２３MＢ

※エンハンスによるコマンド追加等が行われる場合がありま

すので、上記容量より増える場合があります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファイ
ル保存されます。（３章で登録した「ユーザー情
報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※システム短縮、電話機毎短縮、ワンタッチダイ
ヤルボタン等のファイルも同一ファイル形式と

なりますので、後でわかるように必ず名前を
分けてファイル名を付けてください。（例：ユー
ザー名＋データ設定、データ、等）

７

『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。８

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２-２５を参照してください。

●ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン、シ

ステム短縮、電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんで

もワンタッチボタン、システム短縮、電話機毎短縮の設定/変更を行っ

てください。

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
⇒Ｐ２-８参照

・システム短縮設定 ⇒Ｐ２-１４参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ２-１８参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-２１を参照してください。

９
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ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンの設定や変更、ファイル保存やファイル読込が

できます。
下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

５．ワンタッチダイヤル・ＤＳＳ／ＢＬＦ・ボックス・なんでもワンタッチボタン設定

『工事者用メニュー画面』で
ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定 をクリ

ックする。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されているワンタッチダイヤファイルデータ読込

ル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータを読み込み

ます。

… パソコン上にあるワンタッチダイヤル・DSS/ファイルデータ保存

BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータをファイル保存しま

す。

… パソコン上でワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・詳細設定

なんでもワンタッチボタンのデータを設定／変更します。

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行
ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)
をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし

ます。
現在PC上にあるワンタッチダイヤル・DSS/
BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデ
ータがファイル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理

しやすくなります。
※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮

のファイルも同一ファイル形式となりますの
で、後でわかるように必ず名前を分けてフ

ァイル名を付けてください。（例：ユーザー
名＋ワンタッチボタン、なんでもボタン、等）

２

１
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なんでもボタンの設定を行うときは、

操作３の『ワンタッチ・DSS/BLF・ボ
ックス・なんでもボタン設定画面』で

なんでもボタン設定 をクリックす

ると、『なんでもワンタッチボタン登
録画面』となる。

電話機の収容位置毎にタブが分かれてい
ます。変更または登録したい収容位置を
選択します。
表示されていない収容位置を選択する場
合は、 または はクリックします。

●各フィールドの説明

… 現在の登録内容（アッ・現在の登録
プロードした場合はアップロードした登
録内容、ファイルを読み込んだ場合は
ファイルに保存されている登録内容、
PC上で設定した場合はPCで設定した
登録内容）が表示されます。

… リストボックスによって・新しい登録
登録したいボタン名を選択します。

をクリックすると登録できるボタン
名が表示されます。

●パソコンから登録できるボタン

・ダイヤルボタン

・ ｉ 、 短縮/電話帳 （画面表示：短縮）、 再発信 、 保留

（プログラマブルキーですが、初期で割り付けてあるボタンです。）・ 内線 、 代理応答 （画面表示：代理）、 フック

（下表で網掛けがある機能は対象外、登録できるプログラマブルキーは機種によって異なります。）・プログラマブルキー

キー名称（機能番号） 画面表示 キー名称（機能番号） 画面表示 キー名称（機能番号） 画面表示
機能なし（00） 機能なし 不応答転送（944） ﾌｵｳﾄｳ転送 録音（972） 録音

外線01～外線XX（01～XX） 不応答追っかけ転送（945） ﾌｵｳﾄｳｵｯｶｹ ボイスメモ機能（973）
夜間切替DH（899） 夜切替DH 不応答ツイン転送（946） ﾌｵｳﾄｳﾂｲﾝ 追加録音（974）
夜間切替00（900） 夜切替00 留守録（947） 留守録 プリセット（975）

応答専用（948） 応答専用 出退1（976）～出退4（979）

… …

夜間切替XX(9XX） 夜切替XX 話中処理（949） 話中処理 内線（980） 内線
再生3（925）、再生4（926） 転送/留守録（950） 転送/ﾙｽﾛｸ 留守切替（981） 留守切替

録音取消（927） 通常着信（951） 通常着信 マイク（982）
メッセージ0（928） ﾒｯｾｰｼﾞ0 転送先1（953） 転送先1 ３者会議（983）

不在設定（984） 不在

… … … …

メッセージ3（931） ﾒｯｾｰｼﾞ3 転送先6（958） 転送先6 リモコン1～リモコン4（986～989）
鳴動停止（933） なんでも1（960） 聴話（990） 聴話
規制解除（934） 履歴（991） 履歴

…

再生1（935）、再生2（936） なんでも4（963） キーパッド（992）
戻り（937） 発信（965） サービス（993）
送り（938） 留守録ﾓﾆﾀ（966） 留守録ﾓﾆﾀ フック（994） フック
消去（939） ヘッドセット切替（967） 転送（995）
停止（940） 再発信（968） 代理応答（996） 代理

転送電話（941） 転送電話 短縮/電話帳（969） 自己保留（998）
追っかけ転送（942） ｵｯｶｹ転送 短縮2（970） 短縮2 スタート（999）
ツイン転送（943） ﾂｲﾝ転送 お待たせ（971）

４

操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリックする

と、『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定画
面』となる。

●各ボタンの説明

… なんでもワンタッチボタンの設定/変更をなんでもボタン設定

行います。 ⇒操作４～６参照

… ワンタッチダイヤル・DSS/ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設定

BLF・ボックスボタンの設定/変更を行います。 ⇒操作７～１０参照

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

３
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『なんでもワンタッチボタン登録画

面』で、登録または変更したい操作

箇所のリストボックスの をクリッ

クして登録内容を選択する。

●リストボックスの内容
操作４で説明している「パソコンから登
録できるボタン」以外に、下記の項目が
選択できます。

現在の登録内容のままと・変更なし…
します。（登録操作１のみ選択可能で

す。「変更なし」を選択した場合は、登
録操作2～8の変更は無効となりま
す。)

操作を登録しません。「登・登録なし…
録なし」を登録した箇所以降は全て無
視されますので、注意してください。

この登録操作箇所は変更・変更不可…
できません。主装置からデータをアッ

プロードしたとき、パソコンで登録でき
ないボタン（ 外線 ボタン、 DILIN ボタ
ン、着信 ボタン、パーク ボタンや一部
のプログラマブルキーなど）を電話機

側で登録していたときに表示されま
す。

５

全ての電話機の登録が完了したら、
登録 をクリックする。６
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『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設

定画面』となる。

電話機の収容位置毎にタブが分かれてい
ます。変更または登録したい収容位置を
選択します。
表示されていない収容位置を選択する場
合は、 または はクリックします。

●各フィールドの説明

… 現在の登録内容（アッ・現在の登録
プロードした場合はアップロードした登
録内容、ファイルを読み込んだ場合は
ファイルに保存されている登録内容、
PC上で設定した場合はPCで設定した
登録内容）が表示されます。

… リストボックスによって登・機能選択
録したい機能を選択します。

をクリックすると登録できる機能
名が表示されます。

… リストボックスによって選択・設定値
した機能に対する設定値（ワンタッチダ
イヤル：短縮番号、DSS/BLF：電話機
の収容位置、ボックス：電話機の収容
位置）を入力します。

★ DILIN 、 着信 、 パーク ボタンが設定されていても表示
することはできません。 これらのボタンが設定されている箇所に
ワンタッチダイヤルボタン等を登録しても機能しませんので、注意
してください。 ストレートラインＤＩやバーチャルラインを利用して
いるときは、あらかじめデータ設定コマンド（ ３６２、 ６５２、

＊ ＊

６５３、 ６５５）を確認してから登録を行ってください。

＊ ＊

ご注意

８

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定画面』に戻

る。

ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックスボタンの設定を行うとき

は、 ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設定 をクリックする。

７

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設
定画面』で、登録または変更したい

箇所のリストボックスの をクリッ

クして機能名を選択し、更に設定値

を入力する。

●リストボックスの内容
下記の項目が選択できます。

現在の登録内容のままと・変更なし…

します。

登録内容を消去します。・クリア…

★プログラマブルキーが登録されてい
る場合も消去されますので、注意し
てください。

ワンタッチダイヤルボタン・ワンタッチ…
を登録します。「設定値」には短縮番

号（２または３桁）を入力してください。

DSS/BLFボタンを登録し・DSS/BLF…

ます。「設定値」には を入力してください。内線番号でなく電話機の収容位置（３桁）

ボックス番号でなくボックス番号に対応した電話機の収容位置（３・ボックス…ボックスボタンを登録します。「設定値」には

を入力してください。桁）

９
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をク

リックする。

★ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチ

ボタンのデータの保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約１１０ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／M）： 約２００ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約１．２ＭＢ

全ての電話機の登録が完了したら、

登録 をクリックする。１０

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定画面』と

なるので、 戻る をクリックする。１１

１２

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在PC上にあるワンタッチダイヤル・DSS/BLF・
ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータがフ

ァイル保存されます。（３章で登録した「ユーザ
ー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理し

やすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮の

ファイルも同一ファイル形式となりますので、
後でわかるように必ず名前を分けてファイル
名を付けてください。（例：ユーザー名＋ワン
タッチボタン、なんでもボタン、等）

１３
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『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２-２５を参照してください。

●データ設定、システム短縮、電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定、システム短縮、電話機毎短縮の設

定/変更を行ってください。

・データ設定 ⇒Ｐ２-５参照

・システム短縮 ⇒Ｐ２-１４参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ２-１８参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-２１を参照してください。

１４

１５
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システム短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

※CSVファイルの読込やCSVファイルでの保存も可能です。 「ファイルの種類(T)」で「csvﾌｧｲﾙ(*.csv)」を選択し
ます。 また、Ｐ２-１７も必ず参照してください。

６．システム短縮設定

『工事者用メニュー画面』で、 システム短縮設定 をクリック
する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されているシステム短縮デーファイルデータ読込

タを読み込みます。

… パソコン上にあるシステム短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上でシステム短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行
ってください。 読み込みたいファイルを選択し
て 開く(O) をクリックするか、読み込みた

いファイルをダブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★
先に「システム短縮設定」の『メニュー画
面』で 詳細設定 をクリックして、「シス
テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ
に合わせてください。 ⇒Ｐ２-１５参照
メモリ数より読み込む短縮データが多い
場合は、メモリ数を超えた短縮データは
読み込めません。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。
現在パソコン上にあるシステム短縮データが

ファイル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理

しやすくなります。
※データ設定、電話機毎短縮、ワンタッチダイ

ヤルボタン等のファイルも同一ファイル形
式となりますので、後でわかるように必ず

名前を分けてファイル名を付けてください。
（例：ユーザー名＋シス短、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリックする

と、『詳細システム短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… システム短縮のメモリ数を変更します。メモリ数変更

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 空きのシステム短縮数を表示します。・システム短縮登録残数

現在のシステム短縮メモリ数を表示します。・システム短縮メモリ数…

… 空き短縮番号の 若番を表示します。短縮番号を・短縮番号

入力することにより、入力した短縮番号からの設定もできます。

●システム短縮ダイヤルのメモリ数変更方法

①『詳細システム短縮設定画面』の メモリ数変更 をクリックす
ると、『システム短縮メモリ数変更画面』が表示されます。

②変更したいメモリ数を選択し、 変更 をクリックします。メモリ数
が変更され、『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※変更が不要な場合は、 キャンセル をクリックすると、メモリ数
を変更せずに『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※「システム短縮メモリ数」（コマンド 120）は本画面で変更しま

＊

す。「データ設定画面」では変更できません。

★「システム短縮メモリ数」を増やした場合は、電話機毎短縮ダイヤルのみ再登録が必要です。
★「システム短縮メモリ数」を減らした場合は、全ての短縮ダイヤルの再登録が必要です。

★「システム短縮メモリ数」を変更した場合は、 ９１１２、 ９１３７の設定が消去されることがあります。

＊ ＊

３

『詳細システム短縮設定画面』で 編集

をクリックすると、『システム短縮ダイヤル

設定画面』となるので、電話番号や相手

名称等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックする。

電話番号を入力します。半角数字●番号登録：
24文字まで

相手名称を登録します。全角●漢字名称登録：
６文字（半角12文字）まで、英文字は大文字のみ

電話帳検索で使用するカナ名●カナ名称登録：
称を登録します。 半角12文字まで、英文字は
大文字のみ

短縮のグループ番号１～７を●グループ登録：
選択します。

※［Tab]キーで各入力項目の移動、[Page Up]/

[Page Down]キーで20行単位の移動が可能で

す。 また、スクロールマウスも使用可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全て

のデータを取り消して『詳細システム短
縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細システム短縮設定画面』となるので、 戻る をクリック

する。５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリッ

クする。

★システム短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約４０ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／M）： 約６０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約６０ｋＢ

※「システム短縮のメモリ数」が 大（６００件または１０００件）

の場合に上記容量となります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在パソコン上にあるシステム短縮データ内容
がファイル保存されます。（３章で登録した「ユー
ザー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※データ設定、電話機毎短縮、ワンタッチダイヤ
ルボタン等のファイルも同一ファイル形式とな
りますので、後でわかるように必ず名前を分

けてファイル名を付けてください。（例：ユーザ
ー名＋シス短、等）

７

『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。８

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２-２５を参照してください。

●データ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタ

ッチボタン、電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボ

ックス・なんでもワンタッチボタン、電話機毎短縮の設定/変更を行っ

てください。

・データ設定 ⇒Ｐ２-５参照

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
⇒Ｐ２-８参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ２-１８参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-２１を参照してください。

９
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●ＣＳＶファイルを利用するには…

（１）ファイルの作成方法

EXCEL等で作成した電話番号一覧を利用することができます。（システム短縮のみ可能）

※EXCEL等の使用方法は各アプリケーションの説明書等を参照してください。

下記手順で電話番号一覧を作成／編集してください。

①下記に示すフォーマットで電話番号一覧を作成／編集する。

（全てのセルの書式を「文字列」に設定してから作成／編集してください。）

→必ず000から入力

短縮番号、電話番号、カナ名称、漢字名称、グループ番号の文字を上記の順番通りに入力します。●１行目：

０００からの連番を半角数字で入力します。●短縮番号：

データを入力した行は、必ず入力してください。 全ての短縮番号を入力する必要はありません。（先頭の000は必須）

※８０メモリの場合は、２桁入力(００～７９）、３桁入力（０００～０７９）の何れも可能です。

電話番号を入力します。 半角数字24文字まで。●電話番号：

電話帳検索で使用するカナ名称を 入力します。 半角12文字まで、英文字は大文字のみ。●カナ名称： スペースを入れずに

相手名称を 入力します。 全角６文字（半角12文字）まで、英文字は大文字のみ。●漢字名称： スペースを入れずに

短縮のグループ番号１～７を半角数字で入力します。●グループ番号：

★入力文字にカンマ「，」は使用しないでください。 また、指定されているセルは必ず入力し、上記以外の
セルにはデータを入力しないでください（住所データ等）。

★指定以外のフォーマットで作成した場合や、上記の入力条件に従わずに作成したファイルは利用でき
ません。 既に作成済の電話番号一覧がある場合は、指定のフォーマットに編集し直してください。

②作成／編集が済んだら、ＣＳＶ形式で保存する。

※CSV形式の他、EXCEL等の通常の型式でもファイル保存することをお勧めします。

CSV形式のファイルをEXCELで読み込んだ場合、電話番号欄の先頭の「０」が削除されますので、後日編

集作業を行う場合は通常の型式で保存したファイルを利用した方が便利です。

（２）本プログラムで保存したCSVファイルの読込方法

EXCELでＣＳＶファイルを直接読み込むと、電話番号欄の先頭の「０」が削除されますので、下記操作を行って
ください。（一旦、txtファイルに変更します。）

①エクスプローラ等で、読み込みたいＣＳＶファイルの拡張子を「txt」に変更する。

②EXCELで拡張子を「txt」に変更したファイルを開く。

③画面の指示に従って、操作する。

を選択します。●元のデータの形式： 「カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ」

を選択します。●区切り文字： 「カンマ」

全てのデータ項目を にします。●列のデータ形式： 「文字列」

④ 完了（Ｆ） をクリックし、ファイルが開けたら上記（１）に従って編集作業を行う。
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電話機毎短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

７．電話機毎短縮設定

『工事者用メニュー画面』で 電話機毎短縮設定 をクリック

する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されている電話機毎短縮デファイルデータ読込

ータを読み込みます。

… パソコン上にある電話機毎短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上で電話機毎短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行
ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ
ブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★

先に「システム短縮設定」の『メニュー画

面』で 詳細設定 をクリックして、「シス
テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ

に合わせてください。 ⇒Ｐ２-１５参照

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。
現在PC上にある電話機毎短縮データがファ

イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理

しやすくなります。
※データ設定、システム短縮、ワンタッチダイ

ヤルボタン等のファイルも同一ファイル形
式となりますので、後でわかるように必ず

名前を分けてファイル名を付けてください。
（例：ユーザー名＋電話機短縮、TEL短、
等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリック

すると、『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 現在の電話機毎短縮メモリ数を表・電話機毎短縮メモリ数
示します。

… 空きの電話機毎短縮数を表示します。・電話機毎登録残数

… 短縮を登録する電話機を選択します。・電話機選択

… 空き短縮番号の 若番を表示します。短縮番号・短縮番号
を入力することにより、入力した短縮番号から短縮データの
入力を行うこともできます。

３

『詳細電話機毎短縮設定画面』で登録す

る電話機を選択してから 編集 をクリ

ックすると、『電話機毎短縮ダイヤル設定

画面』となるので、電話番号や相手名称

等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックす

る。

電話番号を入力します。半角数●番号登録：
字24文字まで

相手名称を登録します。全●漢字名称登録：
角６文字（半角12文字）まで、英文字は大文

字のみ
電話帳検索で使用するカナ●カナ名称登録：

名称を登録します。 半角12文字まで、英文
字は大文字のみ

※［Tab]キーで各入力項目の移動が可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全
てのデータを取り消して『詳細電話機

毎短縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

他の電話機の短縮を登録するときは、電話機を選択し
てから 編集 をクリックする。（操作４に戻る）

他に登録する電話機がないときは、 戻る をクリック

する。

５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリ

ックする。

★電話機毎短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約１５ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／M）： 約２５ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約１１０ｋＢ

※「システム短縮のメモリ数」が８０件の場合に上記容量となり

ます。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在パソコン上にある電話機毎短縮データ内容
がファイル保存されます。（３章で登録した「ユー
ザー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※データ設定、システム短縮、ワンタッチダイヤ
ルボタン等のファイルも同一ファイル形式とな
りますので、後でわかるように必ず名前を分

けてファイル名を付けてください。（例：ユーザ
ー名＋電話機短縮、ＴＥＬ短、等）

７

『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。８

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２-２５を参照してください。

●データ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタ

ッチボタン、システム短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボ

ックス・なんでもワンタッチボタン、システム短縮の設定/変更を行って

ください。

・データ設定 ⇒Ｐ２-５参照

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
⇒Ｐ２-８参照

・システム短縮設定 ⇒Ｐ２-１４参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-２１を参照してください。

９
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パソコンに接続したプリンタでデータ設定や短縮の設定内容を印刷できます。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

※以降のページでは、 プレビュー表示 を選択した場合と ダイアログ表示 を選択した場合とに分けて説明し

ます。 （ 印刷実行 を選択した場合は、説明を省略します。）

８．システムデータシート印刷

『工事者用メニュー画面』で システムデータシート印刷 を
クリックする。１

『システムデータシート印刷選択画面』となるので、印刷したい内

容のボタンをクリックする。

●各ボタンの説明

… パソコン上にあるデータ設定内容を印刷します。データ設定印刷

… パソコンワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定印刷
上にあるワンタッチダイヤルボタン等の登録内容を印刷します。

（ワンタッチダイヤルボタン・DSS/BLF・ボックスボタンの登録内容の後
に、なんでもワンタッチボタンの登録内容を印刷します。）

… パソコン上にあるシステム短縮データを印刷しシステム短縮印刷

ます。

… パソコン上にある電話機毎短縮データを印刷電話機毎短縮印刷

します。

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。キャンセル

２

『印刷種別選択画面』となります。

●各ボタンの説明

… 印刷プレビューを表示してから印刷することができプレビュー表示

ます。 また、ページを指定して印刷することもできます。

（詳細はＰ２-２２参照）

※プリンタの指定はできません。「通常使うプリンタ」に設定されているプ
リンタで印刷します。

※印刷部数は指定できません。印刷部数は1部のみです。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… プリンタや印刷方法、印刷部数を指定してから印ダイアログ表示

刷することができます。（詳細はＰ２-２３参照）

※ページを指定して印刷することはできません。 全ページを印刷します。

… 印刷を実行します。印刷実行

※プリンタの指定はできません。 「通常使うプリンタ」に設定されているプ
リンタで印刷します。

※ページを指定して印刷することはできません。 全ページを印刷します。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… 『システムデータシート印刷選択画面』に戻ります。戻る

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ２／Ｌ）で「データ設定印刷」
を選択したときのみ表示されます。
プルダウンメニューから印刷したいコマ
ンド分類を選択してから各ボタンをクリッ
クしてください。

３
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■ プレビュー表示 を選択した場合

『印刷種別選択画面』で プレビュー表示 をクリックすると、『プレビュー画面』となる。

※プレビュー画面上で左クリックすると拡大表示、右クリックすると縮小表示することができます。

（下の画面は、左右に２ページ表示を行い、縮小表示した例を示しています。）

※パソコンの能力によっても異なりますが、各ボタンの操作ができるまで、しばらく時間がかかります。

●各ボタンの説明

… プレビューを終了します。 … 先頭のページを表示します。

… １ページ毎に表示します。 … 前ページを表示します。

… 左右に２ページ表示を行います。 … 次ページを表示します。

… 印刷を行います。 … 終のページを表示します。

４

『プレビュー画面』の 印刷 をクリックすると、『印

刷画面』となるので、印刷方法を選択し 印刷(P)

をクリックする。

印刷を行わないときは、 キャンセル をクリックしてください。

★「現在のページを印刷（Ｎ）」を選択した場合、プレビュー画
面で２ページ表示をしていても、左側に表示されているペ

ージのみ印刷されます。

『印刷中画面』が表示されます。

印刷が終了したら、『プレビュー画面』の 終了
をクリックすると、『印刷種別選択画面』に戻りま

す。

５
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■ ダイアログ表示 を選択した場合

『印刷種別選択画面』で ダイアログ表示 をクリックすると、『プリンタ選択画面』となる。

注：画面表示はプリンタによって若干異なります。

●各フィールドの説明

… 印刷に使うプリンタを選択します。（複数のプリンタが使用可能なとき）・プリンタ（Ｐ）

印刷部数を指定します。・部数（Ｎ）…

出力方法を変更するときに使用します。 チェックを入れると プロパティ（Ｓ） が有効になりますの・出力用紙指定（Ｏ）…
で、プリンタのプロパティが設定可能になります。

※プリンタのプロパティでマルチ印刷（２ページ分の割付等）を行う場合も、本画面で印刷方向や縮小拡大（用紙フィット）の
設定等が必要になります。 どのように印刷されるか、ページ数の少ない「電話機毎短縮印刷」で事前に試してください。

プリンタで複数の給紙方法が可能なときに選択できます。・給紙（Ｂ）…

「出力用紙指定（Ｏ）」にチェックを入れたときに有効です。通常は１枚に１ページ分を印刷しますが、マ・マルチ印刷（Ｍ）…
ルチ印刷を指定すると、１枚に２ページ分を印刷します。

<参考>

マルチ印刷で１枚に２ページ分を印
刷するときは、下記の設定をしてくだ

さい。

・「出力用紙指定（０）」をチェック
・マルチ印刷（Ｍ）： 「横方向（Ｏ）」

・印刷方向： 「横印刷（Ｄ）」
・拡大縮小： 「ＯＮ（Ｅ）」
・位置合わせ： 「左上（Ｇ）」
・「用紙フィット（Ｊ）」を指定

４

『印刷種別選択画面』で ＯＫ をクリックすると

印刷が開始され、『印刷中画面』が表示される。

途中で印刷を中止するときは、 印刷中止（Ｃ） をクリック

してください。

印刷が終了すると『印刷種別選択画面』に戻りま
す。

５
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『印刷種別選択画面』で 戻る をクリックする。

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ２／Ｌ）で「データ設定印刷」
を選択したときのみ表示されます。

６

『工事者用メニュー画面』に戻る。８

『システムデータシート印刷選択画面』となる。

他に印刷したい内容があれば、該当するボタンをクリックし操
作３から繰り返します。
他に印刷したい内容がなければ、 キャンセル をクリックしま

す。

７
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パソコン上にあるデータ設定、ワンタッチダイヤルボタン等のデータ、短縮データを一括で主装置にダウンロードし

ます。下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）
★項目毎にダウンロードすることはできませんので、必要な設定を全て完了させてからダウンロードしてください。

９．主装置データダウンロード～プログラムの終了

『工事者用メニュー画面』で、 主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ をクリックする。

★新規工事以外の場合は、必ず「主装置データアップロー
ド」を先に行ってください。⇒Ｐ２－３参照
「主装置データアップロード」を行っていない場合は、下記
の操作を行ってください。

①変更/作成を行ったデータ設定、ワンタッチダイヤル・なんでもワ
ンタッチボタン等のデータ、システム短縮、電話機毎短縮のファ
イル保存（未実施の場合） ⇒Ｐ２-５、２-８、２-１３、２-１７参照

②「主装置データアップロード」の実行 ⇒Ｐ２-３参照

③データ設定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等の
データ、システム短縮設定、電話機毎短縮設定のファイル読込
（①で保存したもの） ⇒Ｐ２-５、２-８、２-１３、２-１７参照
※アップロードしたデータを一部修正する場合は、「ファイルデー

タ読込」は行わずにアップロードしたデータをそのまま修正し
てください。 ファイルを読み込むと、アップロードしたデータが
読み込んだファイルのデータに置き換えられます。

④「主装置データダウンロード」の実行

１

『主装置データダウンロード確認画面』となるので、ダウンロー

ドを開始してよい場合は ＯＫ をクリックする。

★中断できないので注意してください。

※ キャンセル をクリックすると、『工事者用メニュー画面』に戻ります。

※ダウンロードを開始すると、『データ通信実行中画面』が表示され、イン
ジケータにダウンロードの進行状況が表示されます。

ダウンロードが完了すると『主装置データダウンロードの終了

画面』が表示されるので、 OK をクリックする。

『工事者用メニュー画面』に戻ります。

２

★ダウンロード中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。 通信エラーとなることがあ
ります。（特に、「デフラグ（ディスクの 適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にダウンロードす
ると、システムが使用不可となりシステムの初期化が必要です。）

★ダウンロード中に電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなるこ
とがあります。 通信エラーとなった場合は、ダウンロードをやり直してください。 また、電話機側でデータ
設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…
エラー画面（「ポートステータスチェックエラー発生」や「受信タイムアウトエラー発生」）の ＯＫ をクリック

必ず、ダウンロードをし、『メイン画面』（Ｐ２-２参照）まで戻ってからダウンロードをやり直してください。

後まで完了させてください。 途中で中止した場合、主装置側のデータが不完全のままとなり、正常に動作
しなくなります。
◆パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。 他のアプリケ

ーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすことで回避できる場合があります。

◆上記の対策を行っても、「受信タイムアウトエラー発生」、「CE_OVERRUNエラー発生」が多発するパソコンは、下記の設定
を行ってください。

■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［システム］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択
⇒［プロパティ］⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［パフォーマンスとメンテナンス］（Windows XPの「カテゴリ表示」時のみ）®

⇒［システム］⇒［ハードウェア］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択⇒［プロパティ］
⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

ご注意
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『工事者用メニュー画面』に戻る。

作業が全て終了の場合は 終了 をクリックする。３

『メイン画面』が表示されるので、 終了 をクリックする。４

『終了確認画面』で はい(Y) をクリックする。

※ いいえ(N) をクリックすると『メイン画面』に戻ります。
５

★プログラマブルキーの設定（プログラマブルキーの一括設定、RECU再生ボタンの自動割り付けを含む）、ストレ
ートラインＤＩの設定、バーチャルラインの設定等、ボタンの割り付けが変更になる設定を行った場合は、ランプ
残りが発生することがありますが、故障ではありません。 システムの再立ち上げを行うと正常に戻ります。
また、会議通話数の変更を行った場合も、ダウンロード終了後にシステムの再立ち上げが必要です。
下記の操作を行ってください。

①主装置の電源スイッチをＯＦＦにする。 ⇒ ②約１０秒経過後に電源スイッチをＯＮにする。

ご注意
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主装置の故障により主装置交換を行うときは、以下の手順で行ってください。

①故障した主装置にパソコンを接続し、本プログラムで主装置のデータをアップロードする。 ⇒Ｐ２-２参照
★ｉコマンドのみで設定可能なデータ（Ｐ１-３参照）や、内線名称は紙などに記録してください。
★アップロードしたデータをそのまま代品の主装置にダウンロードしますので、本プログラムを終了させないで

ください。
★ＶＣＵＦを使用している場合は、ＶＣＵＦのバッテリーバックアップスイッチがＯＮになっていることを確認後に

抜きます。 （パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）の場合）

②代品の主装置のバッテリーバックアップスイッチをＯＮにし、主装置の電源を入れる。

ＶＣＵＦを使用している場合 …ＶＣＵＦは絶対に実装しないでください。 録音内容が消去されます。

（パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）の場合）

③代品の主装置にパソコンを接続する。 ⇒Ｐ２-２参照

④本プログラムの『メイン画面』（Ｐ２-２参照）まで戻る。
★アップロードしたデータをそのまま代品の主装置にダウンロードしますので、本プログラムを終了させないで

ください。

⑤代品の主装置に②で読み込んだデータをダウンロードする。 ⇒Ｐ２-２５参照

ＶＣＵＦを使用している場合 …データ設定等は一切行わずに主装置の電源をOFFにし、約１０秒後

にＶＣＵＦを実装し主装置の電源をＯＮにします。 （パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）の場合）

⑥代品の主装置にカレンダー、時計の設定を行う。 ⇒主装置の取扱説明書参照（ｉ＋５、ｉ＋６）

１０．主装置交換時の処置方法

★故障した主装置の電源が立ち上がらない場合は、データのアップロードを行うことができませんので、設置

工事が完了したら必ず下記の作業を行っておいてください。

（１） データ設定のファイル保存

（２） システム短縮のファイル保存

（３） 電話機毎短縮のファイル保存

（４） 「システムデータシート」への記入（特に が記入されているコマンド）

★下記のデータ（ファイル保存できないデータ）は本プログラムで保存できませんので、紙などに記録してお

いてください。

（１） 「工事・保守マニュアル（２．データ設定マニュアル編）」、「コマンド説明」のコマンド欄に が

記載されているコマンド（ 034、 035を除く）

＊ ＊

（２） ｉコマンドのみで設定可能なデータ（⇒Ｐ１-３参照）や、内線名称、ボイスメモ機能ボタン、多機能コン

ソールの２５～３２ボタン（奥側の８個のボタン）

（３） 設置後に変更されたデータ

ご注意
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本プログラムは、以下の流れで操作してください。

＊1：発信先の電話番号を抽出するために使用します。 対象となる主装置のデータ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・
なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮データ（システム短縮、電話機毎短縮）のファイルで、PCリモート用の電話番号が登録
（ユーザー情報設定で登録）されているものが必要です。

＊2：必要なものを保存してください。

★初期状態でない主装置の場合は、必ず実行してください。＊3：初期状態の主装置にダウンロードする場合は不要です。

＊4：主装置からアップロードしたデータを変更します。

＊5：主装置にダウンロードするファイルがあるときにのみ、ファイルを読み込みます。

★初期状態でない主装置の場合は、ファイルを読み込まずアップロードしたデータを変更してください。

＊6：読み込んだファイル、または主装置からアップロードしたデータを変更します。（必要時）

■ 第３部 《パソコンリモートサービス編》

１．本プログラムの操作の流れ

［１］主装置からパソコン側にデータをアップロードす
る （設定済のファイル がない場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択

⇒Ｐ３-３参照③「ユーザー情報設定」を実行
④「リモート主装置データアップロード」、または
「リモート短縮データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

＊2⑤ファイル保存
⇒Ｐ３-８参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワン
⇒Ｐ３-１１参照タッチボタン設定
⇒Ｐ３-１７参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-２０参照・電話機毎短縮設定

［２］主装置からパソコン側にデータをアップロードす
る （設定済のファイル がある場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択

＊1③設定済ファイル読込
⇒Ｐ３-８参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワン
⇒Ｐ３-１１参照タッチボタン設定
⇒Ｐ３-１７参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-２０参照・電話機毎短縮設定

④「リモート主装置データアップロード」、または
⇒Ｐ３-４参照「リモート短縮データアップロード」の実行

＊2⑤ファイル保存
⇒Ｐ３-８参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワン
⇒Ｐ３-１１参照タッチボタン設定
⇒Ｐ３-１７参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-２０参照・電話機毎短縮設定

［３］主装置にデータ設定、ワンタッチダイヤル・なん

でもワンタッチボタン等のデータをダウンロード

する （設定済のファイル がない場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動

⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択

⇒Ｐ３-３参照③「ユーザー情報設定」の実行
＊3④「リモート主装置データアップロード」の実行

⇒Ｐ３-４参照

⑤PCでのデータ作成/変更 、ファイル保存＊4

⇒Ｐ３-８参照・データ設定

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワン
⇒Ｐ３-１１参照タッチボタン設定

⑥「リモート主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-２５参照

［４］主装置にデータ設定、ワンタッチダイヤル・なん
でもワンタッチボタン等のデータをダウンロード
する （設定済のファイル がある場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択

⇒Ｐ３-８、３-１１参照③設定済ファイル読込＊1

＊3④「リモート主装置データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

＊5 ＊6⑤ファイル読込 、PCでのデータ作成/変更
ファイル保存

⇒Ｐ３-８参照・データ設定
・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワン

⇒Ｐ３-１１参照タッチボタン設定
⑥「リモート主装置データダウンロード」の実行

⇒Ｐ３-２５参照

［５］主装置に短縮データをダウンロードする
（設定済のファイル がない場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択

⇒Ｐ３-３参照③「ユーザー情報設定」の実行
＊3④「リモート短縮データアップロード」の実行

⇒Ｐ３-４参照

⑤PCでの短縮データ作成/変更 、ファイル保存＊4

⇒Ｐ３-１７参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-２０参照・電話機毎短縮設定

⑥「リモート短縮データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-２５参照

［６］主装置に短縮データをダウンロードする
（設定済のファイル がある場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択

⇒Ｐ３-１７参照③設定済ファイル読込＊1

＊3④「リモート短縮データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

⑤短縮データファイル読込 、＊5

PCでの短縮データ作成/変更 、ファイル保存＊6

⇒Ｐ３-１７参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-２０参照・電話機毎短縮設定

⑥「リモート短縮データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-２５参照
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●事前確認

（１）主装置側のデータ設定コマンドは設定されているか？（ ０３４、 ０３５）

＊ ＊

※設定されていない場合は、パソコンリモートサービスはできません。

（２）パソコンのモデムはコマンド ０３５で設定した回線に接続されているか？（ISDN回線の場合は、TA等のア

＊

ナログポートにパソコンのモデムを接続する。）

★ISDN回線同士でパソコンリモートサービスを行う場合や、お客様と通話してからパソコンリモートサービスを行
う場合は、コマンド ０３４、 ０３５は不要です。また、発信側・着信側は任意の外線を使用できます。

＊ ＊

２．プログラムの起動

本プログラムを起動すると『メイン画面』が表示される。

●各ボタンの説明

主装置に接続して、データ設定やワンタッチダイヤル・主装置設定 …
DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮データのアッ

プロードや、変更、ダウンロードを行う。（詳細は、第２部を参照）

主装置に接続せず、事前にデータ設定やワンタッチダファイル作成 …
イヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮デー

タのファイルを作成、変更するときなどに使用する。

公衆回線経由で、データ設定やワンタッチダイヤリモートサービス …
ル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータ、短縮データの

リモートサービスを行う。

主装置のプログラムをバージョンアップするときにプログラム更新 …
使用します。 別途、バージョンアップソフト（ｉＺ２／「 」）の購入が必要で

す。操作方法の詳細は、バージョンアップソフト（ｉＺ２／「 」）に添付の説明

書を参照してください。

１

『メイン画面』で リモートサービス をクリックすると、『ＰＣリモートメニュー画面』となる。

●各ボタンの説明（ＰＣリモート専用）

… リモートサービスで主装置側ﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ

のデータ設定内容（ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタ
ン等のデータを含む）をパソコン側にアップロードします。

… リモートサービスでパソコンﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
側のデータ設定内容（ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチ
ボタン等のデータを含む）を主装置側にダウンロードします。

… リモートサービスで主装置側のﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
システム短縮および電話機毎短縮データをパソコン側にアップ
ロードします。

… リモートサービスでパソコン側ﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
のシステム短縮および電話機毎短縮データを主装置側にダウ

ンロードします。

●各ボタンの説明（ＰＣデータ設定と同一機能のもの）

… ユーザーの会社名や電話番号等のユーザー情報設定
情報を登録します。（ファイルに登録情報を付加します。）

… パソコン上にあるデータ設システムデータシート印刷
定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、

短縮データをプリントアウトします。

…パソコン上でデータ設定の変更、ファイル保存、ファイル読み込みを行います。データ設定

…パソコン上でワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定

ンタッチボタンの設定／変更、ファイル保存、ファイル読み込みを行います。

…パソコン上でシステム短縮の設定／変更、ファイル保存、ファイル読み込みを行います。システム短縮設定

…パソコン上で電話機毎短縮の設定／変更、ファイル保存、ファイルの読み込みを行います。電話機毎短縮設定

２
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パソコンリモートサービスを行う場合、「ユーザー情報設定」で登録した電話番号に自動的に発信します。

登録する電話番号は、お客様の主装置に設定したPCリモート用外線に対応する電話番号またはダイヤルイン番
号（コマンド ０３４で設定）を必ず設定してください。

＊

※ユーザー情報（ＰＣリモートサービス用の電話番号が登録されていること）が保存されているデータ設定、ワンタッチダイヤル・なん
でもワンタッチボタン等のデータ、システム短縮、電話機毎短縮の何れかのファイルを読み込んだときは、本設定は不要です。

★ISDN回線同士でパソコンリモートサービスを行う場合や、お客様と通話してからパソコンリモートサービスを行う

場合は、コマンド ０３４に対応した電話番号以外を入力する必要はありません。

＊

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

３．ユーザー情報設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で ユーザー情報設定 を

クリックする。１

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。３

必要事項を記入し、 登録 をクリックする。

各欄は下記の範囲内で入力してください。
お客様の名前や電話番号等の情報を入力しておきます。
（データ設定内容には影響しません。）

●ユーザー名： 全角12文字（半角24文字）まで
お客様の会社名等を入力してください。

●担当者名： 全角12文字（半角24文字）まで
ユーザーが会社等で担当の方がいる場合は、担当の方
の名前等を入力してください。

●電話番号： 半角数字
PCリモート用の電話番号を入力してください。
★ISDN外線同士のPCリモートを行う場合は、下記登録で
も可能：
電話番号(コマンド ０３４以外も可)＋＊ ＋PCリモー

＊

(注)

ト用サブアドレス5桁（０＋コマンド 000のパスワード）

＊

●設置年月日： 全角12文字（半角24文字）まで
●設置メモ： 全角36文字（半角72文字）まで

（注）＊はサブアドレスの区切りです。接続するTAの仕様に従ってください。改行も全角1文字とみなします。

PCリモート用サブアドレスの入力
が可能
●PCリモートサブアドレス(5桁)：
0+コマンド 000のパスワード

＊

●ISDN外線同士のPCリモートの
み適用

改行する場合は Ctrl ＋ J

または Ctrl ＋ Enter

２
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主装置のデータ設定（ワンタッチダイヤルボタン・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータを含む）、

短縮データをリモートサービスによってパソコンにアップロードします。

※データ設定（ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータを含む）、短縮データ（システム短縮および
電話機毎短縮）は個別にアップロードします。

※アップロードを行う前に下記の何れかを行う必要があります。

（Ｐ３-３参照）・「ユーザー情報設定」でユーザー名や電話番号を登録する。

・ユーザー情報（ＰＣリモートサービス用の電話番号が登録されていること）が保存されているデータ設定、ワンタッチダイヤルボタ

（Ｐ３-８、Ｐ３-１１、Ｐ３-１７、Ｐ３-２０参照）ン等のデータ、システム短縮、電話機毎短縮の何れかのファイルを読み込む。

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

４．リモート主装置データアップロード／リモート短縮データアップロード

『ＰＣリモートメニュー画面』で、下記の何れかのボタンをクリック
する。

… リモートサービスで主装置側のデータﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
設定内容（ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボ
タンのデータを含む）をパソコン側にアップロードするとき

… リモートサービスで主装置側のシステムﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
短縮および電話機毎短縮データをパソコン側にアップロードするとき

★初期状態でない主装置に「リモート主装置データダウンロ

ード」を行うときは、必ず「リモート主装置データアップロー
ド」を先に行ってください。

１

『リモート主装置データアップロード確認画面』または『リモート短
縮データアップロード確認画面』が表示される。

これからアップロードしようとしているデータの場合は ＯＫ を
クリックする。

間違った場合は、 キャンセル をクリックする。

★短縮データをアップロードしようとして「リモート主装置データア

ップロード」を間違って実行すると、パソコン側の短縮データ以
外の設定内容が変更されてしまいますので注意してください。

★データ設定をアップロードしようとして「リモート短縮データアッ
プロード」を間違って実行すると、パソコン側の短縮データが

変更されてしまいますので注意してください。

２

『発信先選択画面』が表示される。

表示されている発信先名称、発信先番号を確認し、ユーザ
ーの主装置に設定してあるパスワードを入力する。

プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合…●
使用するモデムを選択し、 モデムの設定 をクリックする。

（操作４に移る）

プログラム起動後、リモートサービスを実施している場合…●
使用するモデムを確認し、 発信 をクリックする。（操作６に移る）

※使用するモデムが異なる場合は、初めてリモートサービスを行
う場合と同様に操作します。

★発信先番号に誤りがある場合は、「ユーザー情報設定」

をやり直してください。（Ｐ３-３参照）

●各フィールドの説明
『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー名」に登録されている内容が表示されます。・発信先名称 …

『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー電話番号」に登録されている内容が表示されます。・発信先番号 …

ユーザー主装置にデータ設定コマンド ０００で設定したパスワードを入力します。・パスワード …

＊

３
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『Modemのプロパティ画面』が表示されるので、下記①～

④の設定を行う。

★プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合
は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブで 高速度を「38400」に設定する。

②［接続］タブを選択して 詳細（Ｖ） をクリックする。

③『接続の詳細設定画面』となるので、「エラー制御を使う(E)」、

「フロー制御を使う(F)」をチェックし、右下画面のように設定し、

ＯＫ をクリックする。

④『Modemのプロパティ画面』で ＯＫ をクリックする。

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『Modem 接続の設定画面』が表示されるので、下記①～②の設定を行う。

★インストール後、初めてリモートサービスを行う場合は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブを選択し、ポート速度を「38400」、圧縮を「有効」、フロー制御を「ハードウェア」に設定する。

②［詳細設定］タブを選択し、下図のように設定したら ＯＫ をクリックする。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

４

●Windows 98SEまたはWindows Meのパソコンで、使用するモデムが「パソコンリモートサービス」専用の場合® ®

は、下記の設定を行うと毎回モデムの設定を行う必要がありません。

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［モデム］⇒使用するモデムを選択

②［プロパティ（Ｒ）］をクリックする

③手順４（上記）と同様に設定する

※Windows 2000またはWindows XPの場合は、手順４（上記）の設定を一度行えば、以降は設定不要です。® ®

お知らせ
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『ダイヤルのプロパティ画面』が表示される。

必要があればダイヤル方法等を変更し、 ＯＫ をクリックす

る。

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『電話とモデムのオプション画面』が表示されるので、選択して

いる所在地が良ければ、 ＯＫ をクリックする。

※所在地情報を新規追加する場合は、 新規（Ｎ） をクリックし市外局

番やダイヤル方法を設定し、 適用（Ａ） をクリックしてください。

『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、 適用（Ａ） をクリックし

てください。

※選択されている所在地情報を変更する場合は、 編集（Ｅ） をクリック

し市外局番やダイヤル方法を変更し、 適用（Ａ） をクリックしてくださ

い。

『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、 適用（Ａ） をクリックし

てください。

★ キャンセル をクリックしても、発信を中止することはできません。 （ キャンセル をクリックした場合
は、本画面の変更を反映せずに発信となります。）

発信を中止する場合は、『リモート通信画面』になってから 切断 をクリックしてください。

★「回線未サポートエラー」が表示された場合は、本プログラムの再起動が必要です。 初から操作をやり
直してください。（操作７で通信を切断したとき、タイミングによって発生する場合があります。）

６

『発信先選択画面』に戻るので、 発信 をクリックする。５

『リモート通信画面』が表示される。
（右図はリモート主装置データアップロードの例）

現在の通信状態が表示されます。
「呼出中です。」・呼出時：

「接続しました。」・接続時：

「パスワードチェック中です。」・パスワードチェック中：

「ユーザ主装置と通信中です。」・通信中：
インジケータに進行状況（％）を表示します。

「リモートデータ通信を終了しました。」・通信完了：

※「呼出中です。」が表示されている間は、 切断 をクリックすると通信を切断し『発信先選択画面』に戻ります。

※エラーがあった場合はエラー画面が表示されます。エラー画面の ＯＫ をクリックすると『発信先選択画面』に戻ります。

７
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『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

データ設定以外に短縮データ（または短縮データ以外にデータ
設定）もアップロードする場合は、操作１から繰り返します。

※ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデ
ータは、データ設定と共にアップロードされます。

１０

『発信先選択画面』となるので、 戻る をクリックする。９

★リモート通信中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。 通信エラーとなることがありま

（特に、「デフラグ（ディスクの 適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にアップロードしたデす。

ータを主装置にダウンロードすると、システムが使用不可となり主装置の初期化が必要です。）

電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなる★リモート通信中は、

ことがあります。 また、電話機側でデータ設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操

（お客様と事前に連絡をとってからリモートサービスを実施してください。）作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…

エラー画面の ＯＫ をクリックし、『メイン画面』（Ｐ３-２）まで戻ってからアップロードをやり直してください。

パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。

他のアプリケーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすことで回

避できる場合があります。

★リモート通信中は、電話機からの電子電話帳登録ができなくなりますので、お客様に説明をお願いします。

ご注意

アップロードが完了すると『リモートデータ通信の終了

画面』が表示されるので、 OK をクリックする。８
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（第２部 《パソコンデータ設定編》 と同様）システムデータの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

５．データ設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で データ設定 をクリックする。１

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… 事前設定したデータ設定ファイルやバックアファイルデータ読込

ップしたデータ設定ファイルを読み込みます。

… パソコン上にあるデータ設定内容をファイルファイルデータ保存

保存します。

… パソコン上でデータ設定を変更します。詳細設定

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。
現在パソコン上にあるデータ設定内容がファ
イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※システム短縮、電話機毎短縮、ワンタッチ

ダイヤルボタン等のファイルも同一ファイル
形式となりますので、後でわかるように必
ず名前を分けてファイル名を付けてくださ
い。（例：ユーザ名＋データ設定、データ、

等）

２
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操作２の『メニュー選択画面』

で 詳細設定 をクリックす

ると、『データ設定画面』とな

る。

データ設定コマンド区分毎にタブ

が分かれています。変更したいコ
マンドのタブやボタンを選択しま
す。

★電話機からの入力と異な

り、重複設定できないデー
タも入力することができま

すので、 登録 をクリック
する前に重複設定がない

か必ず確認してください。

３

設定変更を行い、 登録 をクリッ
クする。

※外線01、02の着信種別をダイヤルイン

にした例

★DILの設定（ 323、 300）を行っ

＊ ＊

た後、外線着信の各設定で、「デ

ータ設定 設定値エラー発生」
が表示された場合は、 642を確

＊

認し、DIL対応電話機（ 323）が

＊

DIL外線のテナントを使用可能か

確認してください。（データ設定マ
ニュアルの 323の説明も参照し

＊

てください。）

４

全て変更したら、『データ設

定画面』で 戻る をクリッ

クする。

５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリッ

クする。

★データ設定内容の保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約８１０ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｍ）：約２．８MＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約２３MＢ

※エンハンスによるコマンド追加等が行われる場合がありま

すので、上記容量より増える場合があります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファイ
ル保存されます。（３章で登録した「ユーザー情
報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※システム短縮、電話機毎短縮、ワンタッチダイ
ヤルボタン等のファイルも同一ファイル形式と

なりますので、後でわかるように必ず名前を
分けてファイル名を付けてください。（例：ユー
ザー名＋データ設定、データ、等）

７

『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。８

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３-２５を参照してください。

●ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン、シ

ステム短縮、電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでも

ワンタッチボタン、システム短縮、電話機毎短縮の設定/変更を行ってく

ださい。

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
⇒Ｐ３-１１参照

・システム短縮設定 ⇒Ｐ３-１７参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ３-２０参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-２３を参照してください。

９
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ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンの設定や変更、ファイル保存やファイル読込が
（第２部 《パソコンデータ設定編》 と同様）できます。

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

６．ワンタッチダイヤル・ＤＳＳ／ＢＬＦ・ボックス・なんでもワンタッチボタン設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で
ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定 をクリック

する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されているワンタッチダイヤファイルデータ読込

ル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータを読み込み
ます。

… パソコン上にあるワンタッチダイヤル・DSS/ファイルデータ保存
BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータをファイル保存しま
す。

… パソコン上でワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・詳細設定
なんでもワンタッチボタンのデータを設定／変更します。

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ
ブルクリックします。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。

現在PC上にあるワンタッチダイヤル・DSS/
BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデ
ータがファイル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮

のファイルも同一ファイル形式となりますの
で、後でわかるように必ず名前を分けてフ
ァイル名を付けてください。（例：ユーザー
名＋ワンタッチボタン、なんでもボタン、等）

２

１
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なんでもボタンの設定を行うときは、

操作３の『ワンタッチ・DSS/BLF・ボ
ックス・なんでもボタン設定画面』で

なんでもボタン設定 をクリックす

ると、『なんでもワンタッチボタン登
録画面』となる。

電話機の収容位置毎にタブが分かれてい
ます。変更または登録したい収容位置を
選択します。
表示されていない収容位置を選択する場
合は、 または はクリックします。

●各フィールドの説明

… 現在の登録内容（アッ・現在の登録
プロードした場合はアップロードした登
録内容、ファイルを読み込んだ場合は
ファイルに保存されている登録内容、
PC上で設定した場合はPCで設定した
登録内容）が表示されます。

… リストボックスによって・新しい登録
登録したいボタン名を選択します。

をクリックすると登録できるボタン
名が表示されます。

●パソコンから登録できるボタン

・ダイヤルボタン

・ ｉ 、 短縮/電話帳 （画面表示：短縮）、 再発信 、 保留

（プログラマブルキーですが、初期で割り付けてあるボタンです。）・ 内線 、 代理応答 （画面表示：代理）、 フック

（下表で網掛けがある機能は対象外、登録できるプログラマブルキーは機種によって異なります。）・プログラマブルキー

キー名称（機能番号） 画面表示 キー名称（機能番号） 画面表示 キー名称（機能番号） 画面表示
機能なし（00） 機能なし 不応答転送（944） ﾌｵｳﾄｳ転送 録音（972） 録音

外線01～外線XX（01～XX） 不応答追っかけ転送（945） ﾌｵｳﾄｳｵｯｶｹ ボイスメモ機能（973）
夜間切替DH（899） 夜切替DH 不応答ツイン転送（946） ﾌｵｳﾄｳﾂｲﾝ 追加録音（974）
夜間切替00（900） 夜切替00 留守録（947） 留守録 プリセット（975）

応答専用（948） 応答専用 出退1（976）～出退4（979）

… …

夜間切替XX(9XX） 夜切替XX 話中処理（949） 話中処理 内線（980） 内線
再生3（925）、再生4（926） 転送/留守録（950） 転送/ﾙｽﾛｸ 留守切替（981） 留守切替

録音取消（927） 通常着信（951） 通常着信 マイク（982）
メッセージ0（928） ﾒｯｾｰｼﾞ0 転送先1（953） 転送先1 ３者会議（983）

不在設定（984） 不在

… … … …

メッセージ3（931） ﾒｯｾｰｼﾞ3 転送先6（958） 転送先6 リモコン1～リモコン4（986～989）
鳴動停止（933） なんでも1（960） 聴話（990） 聴話
規制解除（934） 履歴（991） 履歴

…

再生1（935）、再生2（936） なんでも4（963） キーパッド（992）
戻り（937） 発信（965） サービス（993）
送り（938） 留守録ﾓﾆﾀ（966） 留守録ﾓﾆﾀ フック（994） フック
消去（939） ヘッドセット切替（967） 転送（995）
停止（940） 再発信（968） 代理応答（996） 代理

転送電話（941） 転送電話 短縮/電話帳（969） 自己保留（998）
追っかけ転送（942） ｵｯｶｹ転送 短縮2（970） 短縮2 スタート（999）

ツイン転送（943） ﾂｲﾝ転送 お待たせ（971）

４

操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリックする

と、『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定画
面』となる。

●各ボタンの説明

… なんでもワンタッチボタンの設定/変更をなんでもボタン設定

行います。 ⇒操作４～６参照

… ワンタッチダイヤル・DSS/ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設定

BLF・ボックスボタンの設定/変更を行います。 ⇒操作７～１０参照

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

３
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『なんでもワンタッチボタン登録画

面』で、登録または変更したい操作

箇所のリストボックスの をクリッ

クして登録内容を選択する。

●リストボックスの内容
操作４で説明している「パソコンから登
録できるボタン」以外に、下記の項目が
選択できます。

現在の登録内容のままと・変更なし…
します。（登録操作１のみ選択可能で

す。「変更なし」を選択した場合は、登
録操作2～8の変更は無効となりま
す。)

操作を登録しません。「登・登録なし…
録なし」を登録した箇所以降は全て無
視されますので、注意してください。

この登録操作箇所は変更・変更不可…
できません。主装置からデータをアッ

プロードしたとき、パソコンで登録でき
ないボタン（ 外線 ボタン、 DILIN ボタ
ン、着信 ボタン、パーク ボタンや一部
のプログラマブルキーなど）を電話機

側で登録していたときに表示されま
す。

５

全ての電話機の登録が完了したら、
登録 をクリックする。６



3-14

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設

定画面』となる。

電話機の収容位置毎にタブが分かれてい
ます。変更または登録したい収容位置を
選択します。
表示されていない収容位置を選択する場
合は、 または はクリックします。

●各フィールドの説明

… 現在の登録内容（アッ・現在の登録
プロードした場合はアップロードした登
録内容、ファイルを読み込んだ場合は
ファイルに保存されている登録内容、
PC上で設定した場合はPCで設定した
登録内容）が表示されます。

… リストボックスによって登・機能選択
録したい機能を選択します。

をクリックすると登録できる機能
名が表示されます。

… リストボックスによって選択・設定値
した機能に対する設定値（ワンタッチダ
イヤル：短縮番号、DSS/BLF：電話機
の収容位置、ボックス：電話機の収容
位置）を入力します。

★ DILIN 、 着信 、 パーク ボタンが設定されていても表示
することはできません。 これらのボタンが設定されている箇所に
ワンタッチダイヤルボタン等を登録しても機能しませんので、注意
してください。 ストレートラインＤＩやバーチャルラインを利用して
いるときは、あらかじめデータ設定コマンド（ ３６２、 ６５２、

＊ ＊

６５３、 ６５５）を確認してから登録を行ってください。

＊ ＊

ご注意

８

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定画面』に戻

る。

ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックスボタンの設定を行うとき

は、 ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設定 をクリックする。

７

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス設
定画面』で、登録または変更したい

箇所のリストボックスの をクリッ

クして機能名を選択し、更に設定値

を入力する。

●リストボックスの内容
下記の項目が選択できます。

現在の登録内容のままと・変更なし…

します。

登録内容を消去します。・クリア…

★プログラマブルキーが登録されてい
る場合も消去されますので、注意し
てください。

ワンタッチダイヤルボタン・ワンタッチ…
を登録します。「設定値」には短縮番

号（２または３桁）を入力してください。

DSS/BLFボタンを登録し・DSS/BLF…

ます。「設定値」には を入力してください。内線番号でなく電話機の収容位置（３桁）

ボックス番号でなくボックス番号に対応した電話機の収容位置（３・ボックス…ボックスボタンを登録します。「設定値」には

を入力してください。桁）

９
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をク

リックする。

★ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボ

タンのデータの保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約１１０ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／M）： 約２００ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約１．２ＭＢ

全ての電話機の登録が完了したら、

登録 をクリックする。１０

『ワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定画面』と

なるので、 戻る をクリックする。１１

１２

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在PC上にあるワンタッチダイヤル・DSS/BLF・
ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータがフ

ァイル保存されます。（３章で登録した「ユーザ
ー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理し

やすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮の

ファイルも同一ファイル形式となりますので、
後でわかるように必ず名前を分けてファイル
名を付けてください。（例：ユーザー名＋ワン
タッチボタン、なんでもボタン、等）

１３
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『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３-２５を参照してください。

●データ設定、システム短縮、電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定、システム短縮、電話機毎短縮の設

定/変更を行ってください。

・データ設定 ⇒Ｐ３-８参照

・システム短縮 ⇒Ｐ３-１７参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ３-２０参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-２３を参照してください。

１４

１５
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（第２部 《パソコンデータ設定編》 と同様）システム短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

※CSVファイルの読込やCSVファイルでの保存も可能です。 「ファイルの種類(T)」で「csvﾌｧｲﾙ(*.csv)」を選択し
ます。 また、第２部のＰ２-１７も必ず参照してください。

７．システム短縮設定

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されているシステム短縮デーファイルデータ読込

タを読み込みます。

… パソコン上にあるシステム短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上でシステム短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行
ってください。 読み込みたいファイルを選択し
て 開く(O) をクリックするか、読み込みた

いファイルをダブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★
先に「システム短縮設定」の『メニュー画
面』で 詳細設定 をクリックして、「シス
テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ
に合わせてください。 ⇒Ｐ３-１８参照
メモリ数より読み込む短縮データが多い
場合は、メモリ数を超えた短縮データは
読み込めません。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。
現在パソコン上にあるシステム短縮データが

ファイル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※データ設定、電話機毎短縮、ワンタッチダイ
ヤルボタン等のファイルも同一ファイル形

式となりますので、後でわかるように必ず
名前を分けてファイル名を付けてください。
（例：ユーザー名＋シス短、等）

『ＰＣリモートメニュー画面』で、 システム短縮設定 をクリック
する。１

２
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリックする

と、『詳細システム短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… システム短縮のメモリ数を変更します。メモリ数変更

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 空きのシステム短縮数を表示します。・システム短縮登録残数

現在のシステム短縮メモリ数を表示します。・システム短縮メモリ数…

… 空き短縮番号の 若番を表示します。短縮番号を・短縮番号

入力することにより、入力した短縮番号からの設定もできます。

●システム短縮ダイヤルのメモリ数変更方法

①『詳細システム短縮設定画面』の メモリ数変更 をクリックす
ると、『システム短縮メモリ数変更画面』が表示されます。

②変更したいメモリ数を選択し、 変更 をクリックします。メモリ数
が変更され、『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※変更が不要な場合は、 キャンセル をクリックすると、メモリ数
を変更せずに『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※「システム短縮メモリ数」（コマンド 120）は本画面で変更しま

＊

す。「データ設定画面」では変更できません。

★「システム短縮メモリ数」を増やした場合は、電話機毎短縮ダイヤルのみ再登録が必要です。
★「システム短縮メモリ数」を減らした場合は、全ての短縮ダイヤルの再登録が必要です。

★「システム短縮メモリ数」を変更した場合は、 ９１１２、 ９１３７の設定が消去されることがあります。

＊ ＊

３

『詳細システム短縮設定画面』で 編集

をクリックすると、『システム短縮ダイヤル

設定画面』となるので、電話番号や相手

名称等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックする。

電話番号を入力します。半角数字●番号登録：
24文字まで

相手名称を登録します。全角●漢字名称登録：
６文字（半角12文字）まで、英文字は大文字のみ

電話帳検索で使用するカナ名●カナ名称登録：
称を登録します。 半角12文字まで、英文字は
大文字のみ

短縮のグループ番号１～７を●グループ登録：
選択します。

※［Tab]キーで各入力項目の移動、[Page Up]/

[Page Down]キーで20行単位の移動が可能で

す。 また、スクロールマウスも使用可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全て

のデータを取り消して『詳細システム短
縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細システム短縮設定画面』となるので、 戻る をクリック

する。５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリッ

クする。

★システム短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約４０ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／M）： 約６０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約６０ｋＢ

※「システム短縮のメモリ数」が 大（６００件または１０００件）

の場合に上記容量となります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在パソコン上にあるシステム短縮データ内容
がファイル保存されます。（３章で登録した「ユー
ザー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※データ設定、電話機毎短縮、ワンタッチダイヤ
ルボタン等のファイルも同一ファイル形式とな
りますので、後でわかるように必ず名前を分

けてファイル名を付けてください。（例：ユーザ
ー名＋シス短、等）

７

『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。８

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３-２５を参照してください。

●データ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッ

チボタン、電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボッ

クス・なんでもワンタッチボタン、電話機毎短縮の設定/変更を行ってく

ださい。

・データ設定 ⇒Ｐ３-８参照

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
⇒Ｐ３-１１参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ３-２０参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-２３を参照してください。

９
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（第２部 《パソコンデータ設定編》 と同様）電話機毎短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

８．電話機毎短縮設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で 電話機毎短縮設定 をクリックす

る。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されている電話機毎短縮デファイルデータ読込

ータを読み込みます。

… パソコン上にある電話機毎短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上で電話機毎短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)
をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★

先に「システム短縮設定」の『メニュー画
面』で 詳細設定 をクリックして、「シス

テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ

に合わせてください。 ⇒Ｐ３-１８参照

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。
現在PC上にある電話機毎短縮データがファ
イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※データ設定、システム短縮、ワンタッチダイ
ヤルボタン等のファイルも同一ファイル形
式となりますので、後でわかるように必ず
名前を分けてファイル名を付けてください。

（例：ユーザー名＋電話機短縮、TEL短、
等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリック

すると、『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 現在の電話機毎短縮メモリ数を表・電話機毎短縮メモリ数
示します。

… 空きの電話機毎短縮数を表示します。・電話機毎登録残数

… 短縮を登録する電話機を選択します。・電話機選択

… 空き短縮番号の 若番を表示します。短縮番号・短縮番号
を入力することにより、入力した短縮番号から短縮データの
入力を行うこともできます。

３

『詳細電話機毎短縮設定画面』で登録す

る電話機を選択してから 編集 をクリ

ックすると、『電話機毎短縮ダイヤル設定

画面』となるので、電話番号や相手名称

等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックす

る。

電話番号を入力します。半角数●番号登録：
字24文字まで

相手名称を登録します。全●漢字名称登録：
角６文字（半角12文字）まで、英文字は大文

字のみ
電話帳検索で使用するカナ●カナ名称登録：

名称を登録します。 半角12文字まで、英文
字は大文字のみ

※［Tab]キーで各入力項目の移動が可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全
てのデータを取り消して『詳細電話機

毎短縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

他の電話機の短縮を登録するときは、電話機を選択し
てから 編集 をクリックする。（操作４に戻る）

他に登録する電話機がないときは、 戻る をクリック

する。

５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリッ

クする。

★電話機毎短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｓ）： 約１５ｋＢ

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／M）： 約２５ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ２／Ｌ）： 約１１０ｋＢ

※「システム短縮のメモリ数」が８０件の場合に上記容量となり

ます。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ
クする。

現在パソコン上にある電話機毎短縮データ内容
がファイル保存されます。（３章で登録した「ユー
ザー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※データ設定、システム短縮、ワンタッチダイヤ
ルボタン等のファイルも同一ファイル形式とな
りますので、後でわかるように必ず名前を分

けてファイル名を付けてください。（例：ユーザ
ー名＋電話機短縮、ＴＥＬ短、等）

７

『メニュー選択画面』となるので、 戻る をクリックする。８

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３-２５を参照してください。

●データ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッ

チボタン、システム短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定、ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボッ

クス・なんでもワンタッチボタン、システム短縮の設定/変更を行ってくだ

さい。

・データ設定 ⇒Ｐ３-８参照

・ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタン
⇒Ｐ３-１１参照

・システム短縮設定 ⇒Ｐ３-１７参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-２３を参照してください。

９
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（第２部 《パソコンデータ設定編》 と同様）パソコンに接続したプリンタでデータ設定や短縮の設定内容を印刷できます。

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

９．システムデータシート印刷

『ＰＣリモートメニュー画面』で システムデータシート印刷 を
クリックする。１

『印刷種別選択画面』となります。

●各ボタンの説明

… 印刷プレビューを表示してから印刷することができプレビュー表示

ます。 また、ページを指定して印刷することもできます。

（詳細は第２部のＰ２-２２参照）

※プリンタの指定はできません。「通常使うプリンタ」に設定されているプ
リンタで印刷します。

※印刷部数は指定できません。印刷部数は1部のみです。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… プリンタや印刷方法、印刷部数を指定してから印ダイアログ表示

刷することができます。（詳細は第２部のＰ２-２３参照）

※ページを指定して印刷することはできません。 全ページを印刷します。

… 印刷を実行します。印刷実行

※プリンタの指定はできません。 「通常使うプリンタ」に設定されているプ

リンタで印刷します。
※ページを指定して印刷することはできません。 全ページを印刷します。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… 『システムデータシート印刷選択画面』に戻ります。戻る

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ２／Ｌ）で「データ設定印刷」
を選択したときのみ表示されます。
プルダウンメニューから印刷したいコマ
ンド分類を選択してから各ボタンをクリッ
クしてください。

３

『システムデータシート印刷選択画面』となるので、印刷したい内
容のボタンをクリックする。

●各ボタンの説明

… パソコン上にあるデータ設定内容を印刷します。データ設定印刷

… パソコンワンタッチ・DSS/BLF・ボックス・なんでもボタン設定印刷
上にあるワンタッチダイヤルボタン等の登録内容を印刷します。

（ワンタッチダイヤルボタン・DSS/BLF・ボックスボタンの登録内容の後
に、なんでもワンタッチボタンの登録内容を印刷します。）

… パソコン上にあるシステム短縮データを印刷しシステム短縮印刷

ます。

… パソコン上にある電話機毎短縮データを印刷電話機毎短縮印刷

します。

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。キャンセル

２
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『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。６

『システムデータシート印刷選択画面』となる。

他に印刷したい内容があれば、該当するボタンをクリックし操
作３から繰り返します。
他に印刷したい内容がなければ、 キャンセル をクリックしま

す。

５

印刷が終了したら、『印刷種別選択画面』で 戻る をクリック
する。

※『プレビュー画面』から印刷したときは、『プレビュー画面』の
終了 をクリックすると、『印刷種別選択画面』に戻ります。

※その他の印刷種別を選択した場合は、印刷が終了すると『印

刷種別選択画面』に戻ります。

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ２／Ｌ）で「データ設定印刷」
を選択したときのみ表示されます。

４
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パソコン側のデータ設定（ワンタッチダイヤルボタン・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータを含

む）、短縮データをリモートサービスによって主装置にダウンロードします。

※データ設定（ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデータを含む）、短縮データ（システム短縮および
電話機毎短縮）は個別にアップロードします。

※ダウンロードを行う前に下記の何れかを行う必要があります。

・「ユーザー情報設定」でユーザー名や電話番号を登録する。（Ｐ３-３参照）

・ユーザー情報（ＰＣリモートサービス用の電話番号が登録されていること）が保存されているデータ設定、ワンタッチダイヤルボタ

（Ｐ３-８、Ｐ３-１１、Ｐ３-１７、Ｐ３-２０参照）ン等のデータ、システム短縮、電話機毎短縮の何れかのファイルを読み込む。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

１０．リモート主装置データダウンロード／リモート短縮データダウンロード～プログラムの終了

『ＰＣリモートメニュー画面』で、下記の何れかのボタンをクリック
する。

… リモートサービスでパソコン側のデーﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
タ設定内容（ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッ
チボタンのデータを含む）を主装置側にダウンロードするとき

… リモートサービスでパソコン側のシステﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ム短縮および電話機毎短縮データを主装置側にダウンロードするとき

★初期状態でない主装置に「リモート主装置データダウンロード」や「リモート短縮データダウンロード」を
行うときは、必ず「リモート主装置データアップロード」や「リモート短縮データアップロード」を先に行って
ください。

「リモート主装置データアップロード」や「リモート短縮データアップロード」を行っていない場合は、下記
の操作を行ってください。

①変更/作成を行ったデータ設定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、システム短縮、電話機毎
短縮のファイル保存（必要なもの、未実施の場合）
⇒Ｐ３－８、Ｐ３－１１、Ｐ３－１７、Ｐ３－２０参照

⇒Ｐ３-４参照②「リモート主装置データアップロード」、「リモート短縮データアップロード」の実行（必要なもの）

③データ設定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、システム短縮設定、電話機毎短縮設定のファ
⇒Ｐ３－８、Ｐ３－１１、Ｐ３－１７、Ｐ３－２０参照イル読込（①で保存したもの）

※アップロードしたデータを一部修正する場合は、「ファイルデータ読込」は行わずにアップロードしたデータをそのま
ま修正してください。 ファイルを読み込むと、アップロードしたデータが読み込んだファイルのデータに置き換えら
れます。

④「リモートデータ設定ダウンロード」、「リモート短縮データダウンロード」の実行（必要なもの）

１
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『リモート主装置データダウンロード確認画面』または『リモート短

縮データダウンロード確認画面』が表示される。

これからダウンロードしようとしているデータの場合は ＯＫ を
クリックする。

間違った場合は、 キャンセル をクリックする。

★短縮データをダウンロードしようとして「リモート主装置データ

ダウンロード」を間違って実行すると、主装置側の短縮データ
以外の設定内容が変更されてしまいますので注意してくださ

い。

★データ設定をダウンロードしようとして「リモート短縮データダ
ウンロード」を間違って実行すると、主装置側の短縮データが

変更されてしまいますので注意してください。

２

『発信先選択画面』が表示される。

表示されている発信先名称、発信先番号を確認
し、ユーザーの主装置に設定してあるパスワード
を入力する。

●プログラム起動後、初めてリモートサービスを
行う場合…

使用するモデムを選択し、 モデムの設定 を

クリックする。（操作４に移る）

●プログラム起動後、リモートサービスを実施して
いる場合…

使用するモデムを確認し、 発信 をクリックす
る。（操作６に移る）
※使用するモデムが異なる場合は、初めてリモートサ

ービスを行う場合と同様に操作します。

★発信先番号に誤りがある場合は、「ユーザー情報設定」をやり直してください。（Ｐ３-３参照）

●各フィールドの説明
『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー名」に登録されている内容が表示されます。・発信先名称 …

『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー電話番号」に登録されている内容が表示されます。・発信先番号 …

ユーザー主装置にデータ設定コマンド ０００で設定したパスワードを入力します。・パスワード …

＊

３
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『Modemのプロパティ画面』が表示されるので、下記①～

④の設定を行う。

★プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合
は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブで 高速度を「38400」に設定する。

②［接続］タブを選択して 詳細（Ｖ） をクリックする。

③『接続の詳細設定画面』となるので、「エラー制御を使う(E)」、

「フロー制御を使う(F)」をチェックし、右下画面のように設定し、

ＯＫ をクリックする。

④『Modemのプロパティ画面』で ＯＫ をクリックする。

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『Modem 接続の設定画面』が表示されるので、下記①～②の設定を行う。

★インストール後、初めてリモートサービスを行う場合は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブを選択し、ポート速度を「38400」、圧縮を「有効」、フロー制御を「ハードウェア」に設定する。

②［詳細設定］タブを選択し、下図のように設定したら ＯＫ をクリックする。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

４

●Windows 98SEまたはWindows Meのパソコンで、使用するモデムが「パソコンリモートサービス」専用の場合® ®

は、下記の設定を行うと毎回モデムの設定を行う必要がありません。

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［モデム］⇒使用するモデムを選択

②［プロパティ（Ｒ）］をクリックする

③手順４（上記）と同様に設定する

※Windows 2000またはWindows XPの場合は、手順４（上記）の設定を一度行えば、以降は設定不要です。® ®

お知らせ
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『ダイヤルのプロパティ画面』が表示される。

必要があればダイヤル方法等を変更し、 ＯＫ をクリックす

る。

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『電話とモデムのオプション画面』が表示されるので、選択して

いる所在地が良ければ、 ＯＫ をクリックする。

※所在地情報を新規追加する場合は、 新規（Ｎ） をクリックし市外局

番やダイヤル方法を設定し、 適用（Ａ） をクリックしてください。

『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、 適用（Ａ） をクリックし

てください。

※選択されている所在地情報を変更する場合は、 編集（Ｅ） をクリック

し市外局番やダイヤル方法を変更し、 適用（Ａ） をクリックしてくださ

い。

『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、 適用（Ａ） をクリックし

てください。

★ キャンセル をクリックしても、発信を中止することはできません。 （ キャンセル をクリックした場合
は、本画面の変更を反映せずに発信となります。）

発信を中止する場合は、『リモート通信画面』になってから 切断 をクリックしてください。

★「回線未サポートエラー」が表示された場合は、本プログラムの再起動が必要です。 初から操作をやり
直してください。（操作７で通信を切断したとき、タイミングによって発生する場合があります。）

６

『発信先選択画面』に戻るので、 発信 をクリックする。５
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★リモート通信中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。 通信エラーとなることがありま

（特に、「デフラグ（ディスクの 適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にダウンロードするす。

と、システムが使用不可となりシステムの初期化が必要です。）

電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなる★リモート通信中は、

ことがあります。 また、電話機側でデータ設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操
（お客様と事前に連絡をとってからリモートサービスを実施してください。）作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…

エラー画面の ＯＫ をクリックし、『メイン画面』（Ｐ３-２）まで戻ってからダウンロードをやり直してください。
必ず、ダウンロードを 後まで完了させてください。 途中で中止した場合、主装置側のデータが不完全のまま

となり、正常に動作しなくなります。
パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。

他のアプリケーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすことで回避で
きる場合があります。

★リモート通信中は、電話機からの電子電話帳登録ができなくなりますので、お客様に説明をお願いします。

★プログラマブルキーの設定（プログラマブルキーの一括設定、RECU再生ボタンの自動割り付けを含む）、ストレ

ートラインＤＩの設定、バーチャルラインの設定等、ボタンの割り付けが変更になる設定を行った場合は、ランプ
残りが発生することがありますが、故障ではありません。 システムの再立ち上げを行うと正常に戻ります。

また、会議通話数の変更を行った場合も、ダウンロード終了後にシステムの再立ち上げが必要です。
お客様に事情を説明し、下記操作をお願いしてください。

①主装置の電源スイッチをＯＦＦにする。 ⇒ ②約１０秒経過後に電源スイッチをＯＮにする。

ご注意

『リモート通信画面』が表示される。
（右図はリモート主装置データダウンロードの例）

現在の通信状態が表示されます。
「呼出中です。」・呼出時：
「接続しました。」・接続時：

「パスワードチェック中です。」・パスワードチェック中：
「ユーザ主装置と通信中です。」・通信中：

インジケータに進行状況（％）を表示します。

「リモートデータ通信を終了しました。」・通信完了：

※「呼出中です。」が表示されている間は、 切断 をクリックすると通信を切断し『発信先選択画面』に戻ります。

※エラーがあった場合はエラー画面が表示されます。エラー画面の ＯＫ をクリックすると『発信先選択画面』に戻ります。

７

ダウンロードが完了すると『リモートデータ通信の終了

画面』が表示されるので、 OK をクリックする。８
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『メイン画面』が表示されるので、 終了 をクリックする。１１

『終了確認画面』で はい(Y) をクリックする。

※ いいえ(N) をクリックすると『メイン画面』に戻ります。
１２

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

データ設定以外に短縮データ（または短縮データ以外にデータ

設定）もダウンロードする場合は、操作１から繰り返します。

※ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッチボタンのデ
ータは、データ設定と共にダウンロードされます。

作業が全て終了の場合は、 終了 をクリックします。

１０

『発信先選択画面』となるので、 戻る をクリックする。９
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お客様と通話したあと、通話をしていた回線を使ってリモートサービスを行うことができます。

★通話後にリモートサービスに入るため、お客様側の操作も必要となります。簡単な操作ですので、お客様に操作方法
を説明してください。

★お客様に電話をかけるときはモデムに接続した単独電話機からダイヤルしますが、「ユーザー情報設定」で電話番号
を入力しないとリモートサービスを行えません。（Ｐ３-３参照）

★使用できるモデムは単独電話機が外付けできるタイプで、「Manual Dial」機能をサポートしているものに限ります。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

１１．お客様と通話後にリモートサービスを行うとき

『ＰＣリモートメニュー画面』で、下記の何れかのボタンをクリック
する。

… リモートサービスで主装置側のデーﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
タ設定内容（ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッ
チボタンのデータを含む）をパソコン側にアップロードするとき

… リモートサービスで主装置側のシステﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
ム短縮および電話機毎短縮データをパソコン側にアップロードするとき

… リモートサービスでパソコン側のデーﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
タ設定内容（ワンタッチダイヤル・DSS/BLF・ボックス・なんでもワンタッ

チボタンのデータを含む）を主装置側にダウンロードするとき

… リモートサービスでパソコン側のシステﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

ム短縮および電話機毎短縮データを主装置側にダウンロードするとき

★初期状態でない主装置に「リモート主装置データダウンロード」や「リモート短縮データダウンロード」を
行うときは、必ず「リモート主装置データアップロード」や「リモート短縮データアップロード」を先に行って
ください。

「リモート主装置データアップロード」や「リモート短縮データアップロード」を行っていない場合は、下記
の操作を行ってください。

①変更/作成を行ったデータ設定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、システム短縮、電話機毎
短縮のファイル保存（必要なもの、未実施の場合）
⇒Ｐ３－８、Ｐ３－１１、Ｐ３－１７、Ｐ３－２０参照

②「リモート主装置データアップロード」、「リモート短縮データアップロード」の実行（必要なもの）

③データ設定、ワンタッチダイヤル・なんでもワンタッチボタン等のデータ、システム短縮設定、電話機毎短縮設定のファ
⇒Ｐ３－８、Ｐ３－１１、Ｐ３－１７、Ｐ３－２０参照イル読込（①で保存したもの）

※アップロードしたデータを一部修正する場合は、「ファイルデータ読込」は行わずにアップロードしたデータをそのま
ま修正してください。 ファイルを読み込むと、アップロードしたデータが読み込んだファイルのデータに置き換えら
れます。

④「リモートデータ設定ダウンロード」、「リモート短縮データダウンロード」の実行（必要なもの）

１
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『ＰＣリモートメニュー画面』でクリックしたボタンに対応する『確認

画面』が表示される。

これからアップロードまたはダウンロードしようとしているデータ
の場合は ＯＫ をクリックする。

間違った場合は、 キャンセル をクリックする。

★短縮データをアップロードしようとして「リモート主装置データア
ップロード」を間違って実行すると、パソコン側の短縮データ以

外の設定内容が変更されてしまいますので注意してください。

★データ設定をアップロードしようとして「リモート短縮データアッ
プロード」を間違って実行すると、パソコン側の短縮データが

変更されてしまいますので注意してください。

★短縮データをダウンロードしようとして「リモート主装置データ
ダウンロード」を間違って実行すると、主装置側の短縮データ

以外の設定内容が変更されてしまいますので注意してくださ
い。

★データ設定をダウンロードしようとして「リモート短縮データダ

ウンロード」を間違って実行すると、主装置側の短縮データが
変更されてしまいますので注意してください。

２

『発信先選択画面』が表示される。

表示されている発信先名称、発信先番号を確認し、ユーザ
ーの主装置に設定してあるパスワードを入力する。

プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合…●
使用するモデムを選択し、 モデムの設定 をクリックする。

（操作４に移る）

プログラム起動後、リモートサービスを実施している場合…●
使用するモデムを確認し、 発信 をクリックする。（操作６に移る）

※使用するモデムが異なる場合は、初めてリモートサービスを行
う場合と同様に操作します。

★発信先番号に誤りがある場合は、「ユーザー情報設定」

をやり直してください。（Ｐ３-３参照）

●各フィールドの説明
『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー名」に登録されている内容が表示されます。・発信先名称 …

『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー電話番号」に登録されている内容が表示されます。・発信先番号 …

ユーザー主装置にデータ設定コマンド ０００で設定したパスワードを入力します。・パスワード …

＊

３
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『Modemのプロパティ画面』が表示されるので、下記①～

④の設定を行う。

★プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合
は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブで最高速度を「38400」に設定する。

②［接続］タブを選択して 詳細（Ｖ） をクリックする。

③『接続の詳細設定画面』となるので、「エラー制御を

使う(E)」、「フロー制御を使う(F)」をチェックし、右下画

面のように設定し、 ＯＫ をクリックする。

「オペレータ経由④［オプション設定］タブを選択して、
し、 ＯＫ をクまたは手動呼び出し（Ｍ）」をチェック

リックする。

★本設定が通話後のリモートサービスを行うために
必要になります。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

４
-1
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■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『Modem 接続の設定画面』が表示されるので、下記①～②の設定を行う。

★プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと
通信できません。）

①［全般］タブを選択し、ポート速度を「38400」、圧縮を「有効」、フロー制御を「ハードウェア」に設定する。

②［全般］タブを選択し、 する。「オペレータ経由（手動）の呼び出し（Ｏ）」をチェック

★本設定が通話後のリモートサービスを行うために必要になります。

③［詳細設定］タブを選択し、下図のように設定したら ＯＫ をクリックする。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

４
-2
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『ダイヤルのプロパティ画面』が表示されるので、 ＯＫ をク

リックする。

※実際の発信はモデムに接続した単独電話機から行います

ので、本画面の設定内容で発信することはありません。

★ キャンセル をクリックしても、発信を中止することはでき
ません。 （ キャンセル をクリックした場合は、本画面の

変更を反映せずに発信となります。）
発信を中止する場合は、『Manual Dial 画面』になってから

キャンセル をクリックしてください。 『エラー画面』が表
示されたときは、 ＯＫ をクリックすると『発信者選択画

面』に戻ります。

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『電話とモデムのオプション画面』が表示されるので、 ＯＫ

をクリックする。

※実際の発信はモデムに接続した単独電話機から行います

ので、本画面の設定内容で発信することはありません。

★ キャンセル をクリックしても、発信を中止することはでき
ません。 （ キャンセル をクリックした場合は、本画面の

変更を反映せずに発信となります。）

発信を中止する場合は、『オペレータ経由または手動呼び
出し画面』になってから キャンセル をクリックしてくださ

い。 『エラー画面』が表示されたときは、 ＯＫ をクリック
すると『発信者選択画面』に戻ります。

★「回線未サポートエラー」が表示された場合は、本プログラムの再起動が必要です。 最初から操作をやり

直してください。（操作７で通信を切断したとき、タイミングによって発生する場合があります。）

６

『発信先選択画面』に戻るので、 発信 をクリックする。５
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■Windows 98SE、Windows Me の場合® ®

『Manual Dial 画面』が表示されるので、モデムに

接続した単独電話機からダイヤルする。

※『リモート通信画面』も同時に表示されます。

※右図はWindows 98SEの例です。®

★『Manual Dial 画面』が一番上に表示されてい
ないときは、タスクバーの Manual Dial をク

リックして一番上に表示させてください。

■Windows 2000、Windows XP の場合® ®

『オペレータ経由または手動呼び出し画面』が表

示されるので、モデムに接続した単独電話機か
らダイヤルする。

※『リモート通信画面』も同時に表示されます。
※右図はWindows XPの例です。®

★『オペレータ経由または手動呼び出し画面』が

一番上に表示されていないときは、タスクバー
の オペレータ経由または手動呼び出し をク

リックして一番上に表示させてください。

７

お客様が電話に出たら、これからリモートサービスを行うことを伝え、 お客様に下記操作を行ってもらう。

ｉ ランプが点灯します。① ｉ ボタンを押す ⇒

ｉ ランプが早点滅します。② 通話している 外線 ボタン（緑点灯、周期的に２回消える）を押す ⇒
※ ｉ ランプが早点滅しない場合は、しばらくしてから再度 外線 ボタンを押します。

ｉ ランプが消灯し、 外線 ランプが赤点灯します。③ 保留 ボタンを押し、ハンドセットを置く ⇒

８

単独電話機からＤＩＤの一時応答音が聞こえるので、単独電話機で下記の操作をする。

保留音が聞こえます。① ＃ ＋ ユーザ用パスワード（４桁）を押す ⇒
※ ユーザ用パスワードはコマンド ０８３で設定、未設定時は ＃ のみ押します。 このとき、保留音は聞こえません。

＊

② ０ ＋ リモートサービス用パスワード（４桁） ＋ ＃ を押す
※ リモートサービス用パスワードはコマンド ０００で設定します。

＊

③ただちに『Manual Dial 画面』の 接続（Ｃ） を ③ただちに『オペレータ経由または手動呼び出し

クリックし、単独電話機を終話する 画面』の ＯＫ（Ｏ） をクリックし、単独電話機
（Windows 98SE、Windows Me の場合） を終話する® ®

（Windows 2000、Windows XP の場合）® ®

★操作②が完了してから単独電話機を終話するまでを３秒以内に行ってください。

操作が遅れると、モデム通信が開始できなくなります。

９



3-37

『Manual Dial 画面』/『オペレータ経由または手動呼び出し画面』

が消え、『リモート通信画面』が表示される。
（右図はリモート主装置データアップロードの例）

現在の通信状態が表示されます。
「呼出中です。」・呼出時：

「接続しました。」・接続時：

「パスワードチェック中です。」・パスワードチェック中：

「ユーザ主装置と通信中です。」・通信中：

インジケータに進行状況（％）を表示します。

「リモートデータ通信を終了しました。」・通信完了：

※「呼出中です。」が表示されている間は、 切断 をクリックすると通信を切断し『発信先選択画面』に戻ります。

※エラーがあった場合はエラー画面が表示されます。エラー画面の ＯＫ をクリックすると『発信先選択画面』に戻ります。

アップロードが完了すると『リモートデータ通信の終了画面』が
表示されますので、 OK をクリックします。
（右図はリモート主装置データアップロードの例）

★リモートサービス終了後は回線が自動的に切断され、通話
に戻ることはできません。

１０

１１

★リモート通信中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。 通信エラーとなることがありま

（特に、「デフラグ（ディスクの最適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にアップロードしたデす。

ータを主装置にダウンロードすると、システムが使用不可となり主装置の初期化が必要です。）

電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなる★リモート通信中は、

ことがあります。 また、電話機側でデータ設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操

（お客様と事前に連絡をとってからリモートサービスを実施してください。）作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…

エラー画面の ＯＫ をクリックし、『メイン画面』（Ｐ３-２）まで戻ってからアップロードをやり直してください。

パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。

他のアプリケーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすことで回

避できる場合があります。

★リモート通信中は、電話機からの電子電話帳登録ができなくなりますので、お客様に説明をお願いします。

ご注意
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『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

他のＰＣリモートサービスも必要な場合は、操作１から繰り返し

ます。

１３

『発信先選択画面』にとなるので、 戻る をクリックする。１２
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